
令和６年度

第１回森林環境保全基金運営委員会

～ 森林環境税活用事業の概要補足資料 ～

補足資料



目次

1 山の学習支援事業(林業環境政策課)・・・・・・・・・・・・・・・・・P01

2 森林環境学習等推進事業委託料(林業環境政策課)・・・・・・・・・・・P11

3 環境学習推進事業(生涯学習課)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P19

4 青少年新教育施設振興事業(生涯学習課)・・・・・・・・・・・・・・・P21

5 高校生森林環境理解事業(高等学校課)・・・・・・・・・・・・・・・・P23

6 こうち山の日推進事業(林業環境政策課)・・・・・・・・・・・・・・・P25

7 森林・山村多面的機能発揮対策支援事業(林業環境政策課）・・・・・・・P27

8 林業大学校(短期課程)研修業務等委託料(森づくり推進課)・・・・・・・P31

9 森林環境情報誌作成等委託料(林業環境政策課)・・・・・・・・・・・・P33

10 森林環境学習フェア等開催委託料(林業環境政策課） ・・・・・・・・・P35

11 緑化促進事業(林業環境政策課)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P37

県立甫喜ヶ峰森林公園 Wi-Fi 設備設置工事(林業環境政策課)・・・・・・P39

県立甫喜ヶ峰森林公園展示林整備工事(林業環境政策課)・・・・・・・・P41

13 座談会等開催委託料 (林業環境政策課)・・・・・・・・・・・・・・・ P43

15 木の香るまちづくり推進事業(木材産業振興課)・・・・・・・・・・・・P45

16 環境不動産評価事業委託料(木材産業振興課）・・・・・・・・・・・・・P47

17 捕獲対策事業(鳥獣対策課)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P49

18 希少野生植物食害防止対策事業(木材増産推進課)・・・・・・・・・・・P57

19 森林資源再生支援事業(木材増産推進課)・・・・・・・・・・・・・・・P59

12



事
業

費
補

助
金

額

1
東

洋
町

甲
浦

小
学

校
豊

か
な

自
然

の
恵

み
に

感
謝

し
よ

う
2
5
 

1
6
2
,7

2
9
 

1
6
2
,7

2
9
 

1
6
2
,7

2
9
 

2
佐

喜
浜

小
学

校
身

近
な

樹
木

や
植

物
に

親
し

み
、

森
林

や
自

然
の

大
切

さ
に

つ
い

て
考

え
よ

う
1
0
 

1
0
8
,8

8
2
 

1
0
8
,8

8
2
 

3
羽

根
小

学
校

海
、

川
、

山
の

つ
な

が
り

を
体

験
を

通
し

て
学

び
、

室
戸

の
文

化
と

環
境

を
考

え
よ

う
5
1
 

2
6
4
,6

3
5
 

2
6
4
,6

3
5
 

4
羽

根
中

学
校

高
知

県
や

室
戸

市
の

植
生

を
学

ぶ
1
2
 

1
5
1
,9

9
0
 

1
5
1
,9

9
0
 

5
奈

半
利

町
奈

半
利

中
学

校
ふ

る
さ

と
の

自
然

を
見

つ
め

な
お

そ
う

1
9
 

7
8
,2

7
1
 

7
8
,2

7
1
 

7
8
,2

7
1
 

6
井

ノ
口

小
学

校
自

然
か

ら
学

ぼ
う

1
3
 

1
8
,5

3
0
 

1
8
,5

3
0
 

7
下

山
小

学
校

自
然

体
験

や
椎

茸
栽

培
を

通
し

て
、

自
然

の
恵

み
を

知
り

、
自

然
愛

護
の

心
情

を
育

て
る

5
 

7
6
,1

5
9
 

7
6
,1

5
9
 

8
土

居
小

学
校

山
に

親
し

も
う

3
0
 

1
3
7
,7

0
0
 

1
3
7
,7

0
0
 

9
清

水
ヶ

丘
中

学
校

高
知

県
の

森
林

環
境

・
資

源
活

用
に

つ
い

て
学

ぶ
5
3
 

1
6
5
,0

0
0
 

1
6
5
,0

0
0
 

1
0

芸
西

村
芸

西
中

学
校

身
近

な
自

然
に

触
れ

、
森

林
の

役
割

や
わ

た
し

た
ち

の
日

常
生

活
と

の
か

か
わ

り
に

つ
い

て
学

ぶ
7
7
 

1
3
7
,0

0
0
 

1
3
7
,0

0
0
 

1
3
7
,0

0
0
 

1
1

野
市

小
学

校
身

近
な

自
然

に
触

れ
、

季
節

の
変

化
を

五
感

で
感

じ
よ

う
、

自
然

を
大

切
に

す
る

気
持

ち
を

も
と

う
1
8
5
 

4
9
6
,0

3
4
 

4
9
6
,0

3
4
 

1
2

赤
岡

小
学

校
秋

の
し

ぜ
ん

を
か

ん
じ

よ
う

、
親

子
で

カ
ン

ナ
く
ず

を
使

っ
た

コ
サ

ー
ジ

ュ
作

り
3
3
 

6
4
,2

4
5
 

6
2
,7

0
5
 

1
3

舟
入

小
学

校
秋

の
自

然
を

楽
し

も
う

3
0
 

1
2
2
,9

9
0
 

1
2
2
,9

9
0
 

1
4

山
田

小
学

校
ふ

る
さ

と
香

美
市

の
自

然
を

守
る

た
め

に
自

分
た

ち
が

で
き

る
こ

と
は

何
か

を
考

え
よ

う
8
1
 

2
5
4
,8

7
8
 

2
5
4
,8

7
8
 

1
5

楠
目

小
学

校
私

た
ち

の
た

か
ら

～
香

美
市

の
山

・
物

部
川

～
2
2
6
 

5
0
5
,5

4
0
 

5
0
5
,5

4
0
 

1
6

片
地

小
学

校
見

て
、

触
れ

て
、

感
じ

て
考

え
よ

う
。

山
、

川
、

海
、

森
林

の
大

切
さ

！
4
7
 

1
9
2
,9

3
2
 

1
9
2
,9

3
2
 

1
7

香
長

小
学

校
森

林
の

環
境

に
つ

い
て

考
え

、
生

命
を

育
む

自
然

の
尊

さ
を

学
ぶ

6
7
 

2
3
7
,2

0
2
 

2
3
7
,2

0
2
 

1
8

大
宮

小
学

校
～

森
の

恵
み

に
感

謝
～

6
0
 

1
3
4
,6

0
3
 

1
3
4
,6

0
3
 

第
３

号
様

式

別
紙

３
（
そ

の
１

）

事
業

実
施

主
体

一
覧

表

実
　

　
績

番
号

地
域

区
分

市
町

村
（
学

校
組

合
）
名

学
校

法
人

名
等

学
校

名
事

業
テ

ー
マ

児
童

・
生

徒
数

備
考

室
戸

市
5
2
5
,5

0
7
 

安
芸

市
3
9
7
,3

8
9
 

香
南

市
5
5
8
,7

3
9
 

香
美

市
2
,0

3
9
,1

4
0
 

安
芸

中
央

東

1



事
業

費
補

助
金

額

第
３

号
様

式

別
紙

３
（
そ

の
１

）

事
業

実
施

主
体

一
覧

表

実
　

　
績

番
号

地
域

区
分

市
町

村
（
学

校
組

合
）
名

学
校

法
人

名
等

学
校

名
事

業
テ

ー
マ

児
童

・
生

徒
数

備
考

1
9

大
栃

小
学

校
「
郷

土
を

愛
し

、
心

身
と

も
に

た
く
ま

し
い

児
童

の
育

成
を

図
る

」
1
6
 

1
9
4
,6

4
0
 

1
9
4
,6

4
0
 

2
0

鏡
野

中
学

校
森

林
の

働
き

を
知

り
、

森
林

の
大

切
さ

や
生

物
多

様
性

に
つ

い
て

考
え

る
1
3
4
 

2
5
4
,0

0
0
 

2
5
4
,0

0
0
 

2
1

香
北

中
学

校
山

の
活

動
を

通
し

て
自

主
性

を
育

み
、

郷
土

の
森

林
や

環
境

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

1
7
 

5
,0

0
0
 

5
,0

0
0
 

2
2

大
栃

中
学

校
持

続
可

能
な

自
然

環
境

を
地

域
と

共
に

守
り

、
再

生
さ

せ
る

2
3
 

1
3
7
,3

5
5
 

1
3
7
,3

5
5
 

2
3

南
国

市
鳶

ヶ
池

中
学

校
学

校
林

の
整

備
と

保
全

1
5
2
 

3
1
6
,6

4
6
 

3
1
6
,6

4
6
 

3
1
6
,6

4
6
 

2
4

第
六

小
学

校
自

然
と

と
も

に
生

き
る

わ
た

し
た

ち
の

く
ら

し
を

見
つ

め
よ

う
1
2
0
 

2
8
8
,5

3
0
 

2
8
8
,5

3
0
 

2
5

江
ノ

口
小

学
校

高
知

県
の

森
林

に
つ

い
て

2
8
 

8
1
,4

0
2
 

8
1
,4

0
2
 

2
6

旭
東

小
学

校
森

林
の

役
割

と
山

・
川

・
海

の
働

き
を

考
え

よ
う

1
2
2
 

4
2
3
,0

9
0
 

4
2
3
,0

9
0
 

2
7

潮
江

東
小

学
校

土
佐

和
紙

の
学

習
・
八

田
堰

お
よ

び
新

川
用

水
の

学
習

3
3
 

7
3
,0

4
0
 

7
3
,0

4
0
 

2
8

初
月

小
学

校
高

知
の

山
と

友
だ

ち
に

な
ろ

う
2
5
9
 

5
8
1
,7

3
3
 

5
8
1
,7

3
3
 

2
9

横
浜

小
学

校
い

の
ち

を
み

つ
め

て
（
山

・
海

・
川

の
学

習
を

通
じ

て
）
－

地
球

の
い

の
ち

ー
6
0
 

3
3
5
,4

9
9
 

3
3
5
,4

9
9
 

3
0

浦
戸

小
学

校
「
海

・
山

の
自

然
」
を

通
じ

て
、

自
分

た
ち

の
地

域
を

見
つ

め
な

お
そ

う
4
9
 

9
2
,7

4
0
 

9
2
,7

4
0
 

3
1

五
台

山
小

学
校

森
林

と
人

の
関

わ
り

を
知

る
1
0
 

5
9
,5

0
0
 

5
9
,5

0
0
 

3
2

高
須

小
学

校
「
自

然
が

は
ぐ

く
む

い
の

ち
　

草
花

・
樹

木
を

通
し

て
自

然
を

考
え

よ
う

」
7
9
 

3
6
4
,9

8
4
 

3
6
4
,9

8
4
 

3
3

一
宮

小
学

校
緑

豊
か

な
高

知
の

森
林

と
自

然
を

守
ろ

う
6
8
 

2
5
6
,3

8
9
 

2
5
6
,3

8
9
 

3
4

鴨
田

小
学

校
高

知
県

の
自

然
環

境
と

森
林

の
現

状
に

つ
い

て
学

ぶ
2
3
3
 

4
9
6
,8

8
0
 

4
9
6
,8

8
0
 

3
5

久
重

小
学

校
久

重
の

里
山

と
と

も
に

生
き

る
1
5
 

5
2
,2

0
0
 

5
2
,2

0
0
 

3
6

一
ツ

橋
小

学
校

全
国

森
林

率
第

１
位

の
高

知
県

の
森

林
の

大
切

さ
を

知
り

、
自

ら
の

生
活

環
境

に
結

び
付

け
る

7
2
 

1
9
0
,6

1
6
 

1
9
0
,6

1
6
 

3
7

泉
野

小
学

校
い

ず
み

の
森

を
楽

し
も

う
4
4
9
 

3
9
3
,2

7
2
 

3
9
3
,2

7
2
 

香
美

市

中
央

東

高
知

市
5
,1

3
0
,8

5
9
 

2



事
業

費
補

助
金

額

第
３

号
様

式

別
紙

３
（
そ

の
１

）

事
業

実
施

主
体

一
覧

表

実
　

　
績

番
号

地
域

区
分

市
町

村
（
学

校
組

合
）
名

学
校

法
人

名
等

学
校

名
事

業
テ

ー
マ

児
童

・
生

徒
数

備
考

3
8

一
宮

東
小

学
校

高
知

県
の

豊
か

な
自

然
環

境
に

つ
い

て
学

ぶ
環

境
教

育
5
6
 

9
0
,0

0
0
 

9
0
,0

0
0
 

3
9

横
浜

新
町

小
学

校
い

の
ち

を
み

つ
め

て
（
森

林
学

習
を

通
し

て
）
－

地
球

と
い

の
ち

－
9
4
 

1
9
1
,4

0
0
 

1
9
1
,4

0
0
 

4
0

介
良

潮
見

台
小

学
校

森
林

の
恵

み
を

生
活

に
生

か
そ

う
2
0
9
 

2
3
0
,5

0
6
 

2
3
0
,5

0
6
 

4
1

横
内

小
学

校
地

域
の

自
然

の
よ

さ
を

知
り

、
森

林
の

働
き

を
学

習
し

よ
う

3
5
6
 

6
8
2
,8

0
0
 

6
8
2
,8

0
0
 

4
2

横
浜

中
学

校
校

区
の

身
近

な
山

・
川

・
海

の
つ

な
が

り
3
4
5
 

7
4
,3

9
0
 

7
4
,3

9
0
 

4
3

義
務

教
育

学
校

行
川

学
園

森
林

と
私

た
ち

の
暮

ら
し

の
結

び
つ

き
を

考
え

よ
う

5
4
 

1
7
1
,8

8
8
 

1
7
1
,8

8
8
 

4
4

嶺
北

大
豊

町
大

豊
学

園
緑

の
大

豊
町

に
学

ぼ
う

5
3
 

1
1
1
,4

6
5
 

1
0
8
,9

6
5
 

1
0
8
,9

6
5
 

4
5

本
山

小
学

校

4
6

吉
野

小
学

校

4
7

土
佐

町
土

佐
町

小
学

校
土

佐
町

森
林

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
8
 

1
4
0
,4

0
7
 

1
4
0
,4

0
7
 

1
4
0
,4

0
7
 

4
8

高
岡

第
一

小
学

校
S
D

G
s（

持
続

可
能

な
開

発
目

標
）
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

よ
う

森
林

環
境

教
育

～
高

知
県

の
豊

か
な

自
然

環
境

を
体

験
し

よ
う

～
8
6
 

3
3
0
,1

5
0
 

3
3
0
,1

5
0
 

4
9

波
介

小
学

校
高

知
の

自
然

大
好

き
2
8
 

1
7
5
,9

1
6
 

1
7
5
,9

1
6
 

5
0

吾
北

中
学

校
吾

北
の

’
川

(仁
淀

川
)’

と
’
山

’
、

そ
し

て
’
人

’
と

の
関

わ
り

を
体

験
的

に
学

ぶ
～

吾
北

を
知

り
　

吾
北

を
体

験
し

　
吾

北
を

考
え

る
～

2
7
 

1
4
5
,5

0
4
 

1
4
5
,5

0
4
 

5
1

神
谷

中
学

校
ふ

る
さ

と
、

【
神

谷
】
の

自
然

を
体

感
し

、
そ

の
未

来
を

考
え

る
1
3
 

6
6
,5

0
0
 

6
6
,5

0
0
 

5
2

伊
野

南
中

学
校

い
の

町
の

山
の

良
さ

、
大

切
さ

を
学

ぶ
　

～
木

材
に

親
し

む
～

2
1
 

1
1
7
,8

8
8
 

1
1
7
,8

8
8
 

5
3

長
沢

小
学

校
森

林
の

働
き

や
山

の
仕

事
に

つ
い

て
学

び
、

自
然

に
親

し
む

6
 

3
5
,4

6
8
 

3
5
,4

6
8
 

5
4

川
内

小
学

校
い

の
町

・
川

内
地

区
の

山
や

川
の

自
然

と
触

れ
合

い
、

郷
土

を
愛

し
自

然
の

大
切

さ
を

学
ぶ

4
9
 

1
0
8
,7

3
1
 

1
0
8
,7

3
1
 

中
央

東
高

知
市

嶺
北

本
山

町
森

林
学

習
と

山
に

関
わ

る
体

験
を

通
し

て
理

解
を

深
め

る
2
2
 

3
6
,0

9
6
 

3
6
,0

9
6
 

3
6
,0

9
6
 

土
佐

市
5
0
6
,0

6
6
 

い
の

町
4
7
4
,0

9
1
 

中
央

西

3



事
業

費
補

助
金

額

第
３

号
様

式

別
紙

３
（
そ

の
１

）

事
業

実
施

主
体

一
覧

表

実
　

　
績

番
号

地
域

区
分

市
町

村
（
学

校
組

合
）
名

学
校

法
人

名
等

学
校

名
事

業
テ

ー
マ

児
童

・
生

徒
数

備
考

5
5

佐
川

小
学

校
さ

か
わ

の
自

然
に

ふ
れ

る
・
さ

か
わ

の
植

物
に

ふ
れ

る
9
2
 

2
8
0
,4

7
8
 

2
8
0
,4

7
8
 

5
6

斗
賀

野
小

学
校

ふ
る

さ
と

を
愛

し
、

地
域

の
未

来
を

創
り

出
す

と
か

の
っ

子
1
4
1
 

1
5
5
,7

3
9
 

1
5
5
,7

3
9
 

5
7

尾
川

小
学

校
尾

川
地

区
の

森
林

の
大

切
さ

を
知

ろ
う

1
5
 

5
1
,5

5
9
 

5
1
,5

5
9
 

5
8

黒
岩

小
学

校
黒

岩
の

森
を

守
ろ

う
2
3
 

5
5
,3

5
0
 

5
5
,3

5
0
 

5
9

能
津

小
学

校
身

近
な

山
の

自
然

に
親

し
も

う
1
6
 

1
9
6
,3

7
6
 

1
9
6
,3

7
6
 

6
0

日
下

小
学

校
人

と
自

然
の

つ
な

が
り

を
考

え
よ

う
　

～
山

や
森

林
を

通
し

て
～

8
5
 

3
7
8
,2

6
0
 

3
7
8
,2

6
0
 

6
1

日
高

中
学

校
身

近
な

自
然

に
触

れ
、

森
林

の
役

割
や

わ
た

し
た

ち
の

日
常

生
活

と
の

か
か

わ
り

に
つ

い
て

学
ぶ

6
3
 

2
6
4
,3

6
9
 

2
6
4
,3

6
9
 

6
2

吾
桑

小
学

校
森

林
と

深
く
関

わ
り

の
あ

る
仕

事
に

従
事

し
て

い
る

方
々

の
お

話
や

、
様

々
な

体
験

活
動

を
通

し
て

、
森

林
の

働
き

や
自

然
環

境
の

大
切

さ
を

学
ぶ

。
4
5
 

7
8
,5

2
9
 

7
8
,5

2
9
 

6
3

新
荘

小
学

校
わ

た
し

た
ち

の
新

荘
川

と
森

林
の

働
き

9
 

7
1
,1

3
0
 

7
1
,1

3
0
 

6
4

南
小

学
校

自
然

に
親

し
み

、
環

境
を

守
ろ

う
1
8
 

9
0
,5

3
3
 

9
0
,5

3
3
 

6
5

須
崎

小
学

校
森

林
学

習
（
甫

喜
ヶ

峰
森

林
公

園
）

2
3
 

7
1
,0

6
0
 

7
1
,0

6
0
 

6
6

浦
ノ

内
小

学
校

森
林

と
と

も
に

生
き

る
1
3
 

3
6
,0

4
3
 

3
6
,0

4
3
 

6
7

米
奥

小
学

校
ふ

る
さ

と
の

山
と

川
の

恵
み

を
感

じ
よ

う
1
6
 

1
8
9
,0

8
5
 

1
7
1
,7

0
3
 

6
8

七
里

小
学

校
高

知
県

（
四

万
十

町
）
の

豊
か

な
自

然
に

つ
い

て
学

ぶ
森

林
環

境
教

育
4
5
 

4
4
,0

0
0
 

4
4
,0

0
0
 

6
9

東
又

小
学

校
未

来
へ

つ
な

ぐ
宝

の
山

　
遊

べ
る

・
学

べ
る

・
笑

顔
に

な
れ

る
・
地

域
と

と
も

に
～

学
校

林
・
ビ

オ
ト

ー
プ

～
4
6
 

1
8
5
,6

3
7
 

1
8
5
,6

3
7
 

佐
川

町
5
4
3
,1

2
6
 

日
高

村
8
3
9
,0

0
5
 

須
崎

市
3
4
7
,2

9
5
 

四
万

十
町

4
0
1
,3

4
0
 

中
央

西

須
崎

4



事
業

費
補

助
金

額

第
３

号
様

式

別
紙

３
（
そ

の
１

）

事
業

実
施

主
体

一
覧

表

実
　

　
績

番
号

地
域

区
分

市
町

村
（
学

校
組

合
）
名

学
校

法
人

名
等

学
校

名
事

業
テ

ー
マ

児
童

・
生

徒
数

備
考

7
0

拳
ノ

川
小

学
校

森
林

の
与

え
る

恵
み

を
知

り
、

森
林

保
護

・
環

境
保

全
の

大
切

さ
を

学
ぶ

。
1
8
 

4
3
,9

9
1
 

4
3
,9

9
1
 

7
1

上
川

口
小

学
校

山
か

ら
川

そ
し

て
海

へ
～

知
ろ

う
・
考

え
よ

う
・
行

動
し

よ
う

～
2
3
 

1
1
2
,1

3
7
 

1
0
1
,1

3
7
 

7
2

田
ノ

口
小

学
校

地
域

に
伝

わ
る

竹
細

工
を

学
ぼ

う
、

森
林

を
身

近
に

感
じ

る
、

森
と

山
、

海
と

湖
に

親
し

も
う

1
0
 

2
7
,1

3
0
 

2
7
,1

3
0
 

7
3

中
村

小
学

校
～

山
・
川

・
海

　
四

万
十

川
の

源
を

知
ろ

う
！

～
2
6
4
 

1
0
4
,6

5
4
 

1
0
3
,6

5
4
 

7
4

利
岡

小
学

校
自

然
と

わ
た

し
た

ち
の

暮
ら

し
　

ふ
る

さ
と

を
守

ろ
う

1
7
 

9
1
,8

3
8
 

9
1
,8

3
8
 

7
5

東
中

筋
小

学
校

森
林

体
験

学
習

を
通

し
地

域
の

自
然

や
環

境
に

つ
い

て
考

え
、

環
境

保
全

を
考

え
た

行
動

が
で

き
る

よ
う

に
な

ろ
う

3
8
 

6
2
,3

9
6
 

6
2
,3

9
6
 

7
6

西
土

佐
小

学
校

森
林

の
大

切
さ

や
地

域
の

基
幹

産
業

で
あ

っ
た

林
業

の
今

昔
等

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
、

山
や

森
の

環
境

を
守

ろ
う

と
す

る
心

情
を

養
う

4
0
 

6
9
,7

7
5
 

6
9
,7

7
5
 

7
7

西
土

佐
中

学
校

ふ
る

さ
と

西
土

佐
を

「
知

る
」
「
学

ぶ
」
「
生

き
る

」
4
2
 

1
3
3
,5

2
0
 

1
3
3
,5

2
0
 

7
8

橋
上

小
学

校
山

と
川

の
は

た
ら

き
を

知
り

、
海

と
の

つ
な

が
り

を
考

え
る

。
8
 

1
5
6
,4

9
1
 

1
5
6
,4

9
1
 

7
9

小
筑

紫
小

学
校

高
知

県
の

豊
か

な
自

然
環

境
に

つ
い

て
学

ぶ
森

林
環

境
教

育
3
9
 

1
2
8
,4

0
0
 

1
2
8
,4

0
0
 

8
0

山
奈

小
学

校
「
山

・
川

・
海

の
繋

が
り

を
通

し
て

、
森

林
の

大
切

さ
や

恵
み

に
つ

い
て

学
ぼ

う
」

6
5
 

1
9
3
,9

6
0
 

1
9
3
,9

6
0
 

8
1

大
島

小
学

校
森

林
の

大
切

さ
や

海
と

の
つ

な
が

り
を

学
び

、
自

然
の

大
切

さ
や

環
境

に
つ

い
て

考
え

よ
う

8
7
 

2
2
1
,2

3
6
 

2
2
1
,2

3
6
 

8
2

宿
毛

中
学

校
自

然
の

中
で

の
体

験
活

動
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
通

し
て

自
主

性
を

涵
養

し
、

郷
土

の
自

然
や

環
境

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

1
8
5
 

4
8
1
,5

7
8
 

4
8
1
,5

7
8
 

8
3

橋
上

中
学

校
自

然
の

豊
か

さ
を

知
り

、
地

域
に

そ
の

恩
恵

を
広

げ
よ

う
5
 

1
9
9
,6

2
2
 

1
9
9
,6

2
2
 

8
4

大
月

町
大

月
小

学
校

木
と

友
だ

ち
に

な
ろ

う
！

季
節

の
自

然
を

楽
し

も
う

！
1
1
9
 

5
7
5
,1

9
0
 

5
5
4
,1

9
0
 

5
5
4
,1

9
0
 

黒
潮

町
1
7
2
,2

5
8
 

四
万

十
市

4
6
1
,1

8
3
 

宿
毛

市
1
,3

8
1
,2

8
7
 

幡
多

5



事
業

費
補

助
金

額

第
３

号
様

式

別
紙

３
（
そ

の
１

）

事
業

実
施

主
体

一
覧

表

実
　

　
績

番
号

地
域

区
分

市
町

村
（
学

校
組

合
）
名

学
校

法
人

名
等

学
校

名
事

業
テ

ー
マ

児
童

・
生

徒
数

備
考

8
5

学
校

法
人

日
吉

学
園

と
さ

自
由

学
校

身
近

な
自

然
に

触
れ

親
し

む
活

動
を

通
し

て
、

森
林

の
役

割
、

生
き

物
同

氏
の

つ
な

が
り

等
人

と
自

然
と

の
関

わ
り

に
気

づ
く

4
7
 

3
8
8
,0

9
6
 

2
0
0
,0

0
0
 

2
0
0
,0

0
0
 

8
6

土
佐

塾
中

学
校

1
 

8
7

土
佐

塾
高

等
学

校
1
2
 

8
8

学
校

法
人

高
知

学
園

高
知

小
学

校
森

林
や

植
物

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

で
、

自
然

の
恵

み
の

大
切

さ
を

知
り

、
豊

か
な

自
然

環
境

を
守

っ
て

い
こ

う
と

す
る

態
度

を
育

て
る

1
6
4
 

1
1
1
,7

6
0
 

1
0
5
,7

6
0
 

1
0
5
,7

6
0
 

6
,2

7
4
 

1
6
,0

6
4
,6

4
3
 

1
5
,8

1
6
,1

2
5
 

1
5
,8

1
6
,1

2
5
 

合
計

私
立

学
校

法
人

土
佐

塾
学

園
学

校
周

辺
に

生
息

す
る

野
生

動
物

調
査

と
森

林
の

役
割

に
つ

い
て

1
9
8
,7

7
6
 

1
9
8
,7

7
6
 

1
9
8
,7

7
6
 

6



事
業

費
補

助
金

額

中
央

東
情

報
交

流
館

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

　
自

然
を

大
切

に
す

る
心

や
、

木
の

ぬ
く
も

り
、

木
と

人
と

の
関

わ
り

、
山

（
森

林
）
を

守
り

育
て

る
こ

と
の

重
要

性
等

に
つ

い
て

、
県

民
の

皆
様

、
特

に
次

代
を

担
う

子
ど

も
た

ち
に

伝
え

る
こ

と
を

目
的

に
、

森
林

環
境

学
習

と
体

験
（
木

工
工

作
、

自
然

体
験

、
ネ

イ
チ

ャ
ー

ゲ
ー

ム
、

間
伐

体
験

な
ど

）
を

組
み

合
わ

せ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

3
8
回

実
施

し
、

体
験

を
通

し
て

楽
し

み
な

が
ら

森
林

環
境

へ
の

理
解

を
深

め
る

機
会

を
提

供
し

た
。

2
,0

7
1

1
,1

9
9
,7

8
2

7
1
6
,8

8
2

中
央

東
一

般
社

団
法

人
高

知
県

山
林

協
会

　
「
木

の
文

化
」
を

身
に

付
け

、
活

動
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
と

共
に

、
木

や
森

に
関

わ
る

人
々

の
技

術
や

伝
統

を
次

代
に

伝
え

、
ま

た
将

来
を

担
う

子
ど

も
た

ち
に

「
木

の
文

化
」
が

身
に

付
く
よ

う
な

学
習

の
支

援
を

行
っ

た
。

学
校

等
の

要
望

に
応

じ
山

の
一

日
先

生
を

派
遣

、
ま

た
は

高
知

県
立

甫
喜

ヶ
峰

森
林

公
園

を
活

用
し

て
、

「
木

を
育

て
る

」「
木

に
親

し
む

」
「
木

を
活

か
す

」
と

い
う

高
知

県
の

木
の

文
化

県
構

想
の

趣
旨

に
則

り
、

様
々

な
学

習
・
体

験
活

動
を

4
5
回

実
施

し
た

。

2
,3

8
2

8
2
9
,0

6
3

7
5
0
,0

0
0

中
央

東
体

験
活

動
高

知

　
幼

保
小

中
等

を
対

象
に

、
自

然
物

の
工

作
な

ど
通

し
て

、
高

知
県

の
自

然
や

森
林

へ
の

関
心

を
高

め
、

森
林

学
習

に
つ

な
げ

る
機

会
を

提
供

し
た

。
年

齢
や

季
節

、
要

望
に

応
じ

て
、

自
然

体
験

導
入

の
万

華
鏡

づ
く
り

、
木

と
触

れ
合

う
バ

ー
ド

カ
ー

ビ
ン

グ
、

竹
コ

マ
や

竹
ト

ン
ボ

づ
く
り

等
を

3
8
回

実
施

し
た

。

1
,1

6
8

5
5
2
,0

3
9

5
5
0
,0

0
0

中
央

東
ヒ

ラ
コ

ラ
ボ

　
高

知
県

の
森

林
の

現
状

、
森

へ
の

意
識

・
関

心
を

持
っ

て
も

ら
い

、
未

来
を

担
う

世
代

に
と

っ
て

、
森

林
を

守
り

育
て

活
か

す
取

り
組

み
へ

の
小

さ
な

一
歩

に
な

る
こ

と
を

目
指

し
、

学
習

と
木

工
ク

ラ
フ

ト
や

自
然

体
験

活
動

等
を

2
3
回

実
施

し
た

。
実

際
に

木
に

触
れ

、
そ

の
性

質
や

状
態

、
加

工
す

る
こ

と
で

変
化

す
る

様
子

な
ど

を
体

験
し

、
五

感
で

感
じ

な
が

ら
楽

し
み

、
考

え
る

力
と

自
立

を
養

い
、

気
持

ち
や

心
を

引
き

出
す

環
境

づ
く
り

を
行

っ
た

。

7
8
5

7
4
0
,0

0
6

7
2
7
,5

0
6

中
央

東
株

式
会

社
相

愛

　
総

合
的

な
学

習
の

時
間

に
お

い
て

、
学

校
周

辺
に

あ
る

自
然

を
活

用
し

た
体

験
活

動
を

通
し

て
、

自
然

環
境

へ
の

興
味

・
関

心
を

高
め

、
ま

た
、

地
域

に
広

が
る

里
地

里
山

な
ど

の
自

然
環

境
と

ふ
れ

あ
い

、
多

面
的

に
地

域
の

現
状

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
を

提
供

し
た

。
久

重
小

学
校

児
童

を
対

象
に

植
物

採
取

や
生

き
物

調
査

等
を

3
回

実
施

し
、

自
然

と
人

の
営

み
や

生
物

多
様

性
に

つ
い

て
学

ん
だ

。

3
9

9
9
,0

0
0

9
9
,0

0
0

須
崎

N
P

O
法

人
朝

霧
森

林
倶

楽
部

　
森

林
環

境
教

育
の

一
環

と
し

て
、

小
中

学
校

を
対

象
に

間
伐

・
除

伐
等

の
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

こ
の

事
業

で
は

、
東

又
小

学
校

6
年

生
を

対
象

に
、

学
校

林
内

で
伐

採
・
収

穫
し

た
雁

皮
（
和

紙
原

料
）
を

使
い

、
卒

業
証

書
用

紙
作

成
体

験
を

実
施

し
た

。
保

護
者

も
参

加
し

、
森

林
愛

護
や

自
然

保
護

の
普

及
啓

発
に

つ
な

げ
た

。

2
5

1
3
2
,5

3
0

1
3
2
,5

3
0

第
３

号
様

式

別
紙

３
（
そ

の
２

）

事
業

実
施

主
体

一
覧

表
実

績
事

業
区

分
地

域
区

分
実

施
団

体
名

事
業

概
要

参
加

者
数

備
考

山
の

一
日

先
生

派
遣

7



事
業

費
補

助
金

額

第
３

号
様

式

別
紙

３
（
そ

の
２

）

事
業

実
施

主
体

一
覧

表
実

績
事

業
区

分
地

域
区

分
実

施
団

体
名

事
業

概
要

参
加

者
数

備
考

中
央

西
高

知
県

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

ネ
イ

チ
ャ

ー
協

会

　
ネ

イ
チ

ャ
ー

ゲ
ー

ム
並

び
に

木
使

い
活

動
を

通
し

て
、

森
林

環
境

へ
の

関
心

を
高

め
る

と
共

に
、

持
続

的
な

森
林

環
境

の
維

持
保

全
に

つ
い

て
理

解
の

醸
成

を
図

る
こ

と
等

を
目

的
と

し
て

、
潮

江
小

学
校

Ｐ
Ｔ

Ａ
行

事
に

お
い

て
、

生
き

物
探

し
、

カ
モ

フ
ラ

ー
ジ

ュ
、

落
ち

葉
の

窓
な

ど
、

年
齢

に
応

じ
た

ネ
イ

チ
ャ

ー
ゲ

ー
ム

を
５

種
類

実
施

し
た

。
児

童
と

保
護

者
等

2
0
0
名

が
参

加
し

、
体

験
を

わ
か

ち
あ

う
こ

と
が

で
き

た
。

2
0
0

7
6
,2

0
1

7
3
,0

0
0

中
央

東
木

育
活

動
団

体
「
こ

う
ち

」

　
山

や
木

の
大

切
さ

を
学

び
、

木
と

触
れ

合
い

、
五

感
を

使
っ

た
木

工
体

験
を

等
を

通
じ

て
豊

か
な

心
を

育
む

木
育

活
動

を
行

っ
た

。
保

育
園

・
幼

稚
園

、
児

童
館

、
放

課
後

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

で
、

森
や

木
の

お
話

、
森

の
紙

芝
居

、
樹

種
当

て
ク

イ
ズ

、
ネ

イ
チ

ャ
ー

ゲ
ー

ム
、

木
工

体
験

等
を

４
回

実
施

し
た

。
観

察
力

や
創

造
力

を
養

う
と

と
も

に
自

然
へ

の
気

づ
き

や
木

を
大

切
に

す
る

心
を

育
む

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

。

7
7

8
8
,3

1
6

8
2
,8

1
6

中
央

東
香

南
市

　
香

南
市

の
子

ど
も

た
ち

に
木

や
森

林
に

親
し

む
機

会
を

提
供

し
、

森
林

保
全

の
重

要
性

や
森

林
と

人
と

の
か

か
わ

り
を

伝
え

、
将

来
、

林
業

や
森

林
保

全
に

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
た

め
に

、
保

育
園

等
で

森
林

環
境

学
習

を
５

回
実

施
し

た
。

親
子

で
の

万
華

鏡
づ

く
り

体
験

、
竹

コ
マ

づ
く
り

、
ラ

ワ
ン

の
種

飛
ば

し
、

ヒ
ノ

キ
の

机
作

り
等

を
行

い
、

楽
し

み
な

が
ら

森
林

に
興

味
を

持
つ

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。

2
1
7

1
5
2
,6

8
5

7
3
,8

4
2

中
央

東
花

咲
製

炭

　
竹

炭
を

活
用

し
た

土
壌

改
良

、
竹

の
伐

採
や

竹
炭

づ
く
り

体
験

等
を

通
し

て
、

次
世

代
の

子
ど

も
達

に
森

林
環

境
保

全
の

必
要

性
や

今
か

ら
で

き
る

身
近

な
活

動
等

を
伝

え
る

機
会

を
提

供
し

た
。

土
佐

塾
中

高
等

学
校

に
て

、
高

知
県

の
森

林
の

現
状

や
竹

や
木

な
ど

の
未

活
用

バ
イ

オ
資

源
に

関
す

る
講

話
、

竹
の

伐
採

と
炭

焼
き

体
験

を
行

っ
た

。
R

K
C

講
師

放
送

や
読

売
新

聞
に

取
り

上
げ

ら
れ

、
普

及
啓

発
に

つ
な

が
っ

た
。

4
5

1
0
5
,1

3
6

1
0
5
,1

3
6

7
,0

0
9

3
,9

7
4
,7

5
8

3
,3

1
0
,7

1
2

合
計

（
注

）
１

　
「地

域
区

分
」
欄

に
つ

い
て

は
、

実
施

団
体

が
山

の
一

日
先

生
の

派
遣

を
行

う
主

た
る

事
業

実
施

区
域

（
林

業
事

務
所

管
轄

区
域

）
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

２
　

必
要

に
応

じ
て

、
増

行
、

増
項

等
を

し
て

く
だ

さ
い

。

山
の

一
日

先
生

派
遣

8



番 号
年

　
月

　
日

時
間

実
施

場
所

実
施

内
容

講
師

名
対

象
者

参
加

者
数

備
考

1
2
0
2
3
年

6
月

1
1
日

8
:3

0
-
1
7
:0

0
高

知
市

文
化

プ
ラ

ザ
か

る
ぽ

ー
と

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
基

礎
）

林
伸

一
、

平
子

真
治

、
堀

田
幸

生
、

鮫
島

昭
洋

指
導

者
と

し
て

活
動

す
る

意
思

の
あ

る
方

 、
所

属
先

等
で

木
育

に
取

り
組

む
意

思
の

あ
る

方
3
0

2
2
0
2
3
年

7
月

6
日

8
:3

0
-
1
7
:0

0
こ

う
ち

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー

「
ソ

ー
レ

」
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（
基

礎
）

松
本

美
香

、
平

子
真

治
、

堀
田

幸
生

、
坂

本
富

子
指

導
者

と
し

て
活

動
す

る
意

思
の

あ
る

方
 、

所
属

先
等

で
木

育
に

取
り

組
む

意
思

の
あ

る
方

1
2

う
ち

1
名

は
県

外
在

住
者

3
2
0
2
3
年

7
月

2
4
日

9
:3

0
-
1
2
:3

0
旭

小
学

校
児

童
ク

ラ
ブ

①
あ

ゆ
み

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
基

礎
）
受

講
者

1

4
2
0
2
3
年

7
月

2
7
日

9
:3

0
-
1
2
:3

0
旭

小
学

校
児

童
ク

ラ
ブ

お
お

と
り

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
基

礎
）
受

講
者

1

5
2
0
2
3
年

7
月

2
9
日

9
:3

0
-
1
6
:3

0
こ

う
ち

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー

「
ソ

ー
レ

」
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

、
堀

田
幸

生
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（
基

礎
）
受

講
者

3

6
2
0
2
3
年

7
月

3
1
日

9
:3

0
-
1
2
:3

0
一

ツ
橋

小
学

校
児

童
ク

ラ
ブ

き
の

こ
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
基

礎
）
受

講
者

1

7
2
0
2
3
年

8
月

3
日

9
:3

0
-
1
2
:3

0
第

四
小

学
校

児
童

ク
ラ

ブ
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
基

礎
）
受

講
者

1

8
2
0
2
3
年

8
月

7
日

9
:3

0
-
1
2
:3

0
一

ツ
橋

小
学

校
児

童
ク

ラ
ブ

た
け

の
こ

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
基

礎
）
受

講
者

1

9
2
0
2
3
年

8
月

1
0
日

9
:3

0
-
1
2
:3

0
一

宮
東

小
学

校
児

童
ク

ラ
ブ

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
基

礎
）
受

講
者

1

1
0

2
0
2
3
年

8
月

1
6
日

9
:3

0
-
1
2
:3

0
泉

野
小

学
校

児
童

ク
ラ

ブ
や

ま
び

こ
２

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
基

礎
）
受

講
者

1

1
1

2
0
2
3
年

8
月

1
7
日

9
:3

0
-
1
2
:3

0
泉

野
小

学
校

児
童

ク
ラ

ブ
や

ま
び

こ
３

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
基

礎
）
受

講
者

1

1
2

2
0
2
3
年

8
月

2
8
日

9
:3

0
-
1
2
:3

0
蓮

池
小

学
校

な
か

よ
し

ク
ラ

ブ
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
基

礎
）
受

講
者

1

1
3

2
0
2
3
年

8
月

2
9
日

9
:3

0
-
1
2
:3

0
蓮

池
小

学
校

な
か

よ
し

ク
ラ

ブ
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
基

礎
）
受

講
者

1

1
4

2
0
2
3
年

9
月

3
日

8
:3

0
-
1
8
:0

0
四

万
十

町
窪

川
四

万
十

会
館

 
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（
基

礎
）

林
伸

一
、

平
子

真
治

、
堀

田
幸

生
、

坂
本

富
子

指
導

者
と

し
て

活
動

す
る

意
思

の
あ

る
方

 、
所

属
先

等
で

木
育

に
取

り
組

む
意

思
の

あ
る

方
1
1

1
5

2
0
2
3
年

9
月

2
4
日

8
:0

0
-
1
7
:0

0
土

佐
市

複
合

施
設

つ
な

ー
で

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

、
堀

田
幸

生
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（
基

礎
）
受

講
者

3

第
３

号
様

式

別
紙

５

事
業

実
施

一
覧

事
業

区
分

木
育

指
導

員
養

成
講

座

実
施

団
体

名
公

益
社

団
法

人
高

知
県

森
と

緑
の

会

9



番 号
年

　
月

　
日

時
間

実
施

場
所

実
施

内
容

講
師

名
対

象
者

参
加

者
数

備
考

第
３

号
様

式

別
紙

５

事
業

実
施

一
覧

事
業

区
分

木
育

指
導

員
養

成
講

座

実
施

団
体

名
公

益
社

団
法

人
高

知
県

森
と

緑
の

会

1
6

2
0
2
3
年

1
0
月

4
日

8
:3

0
-
1
7
:0

0
本

山
町

プ
ラ

チ
ナ

セ
ン

タ
ー

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
基

礎
）

堀
澤

栄
、

平
子

真
治

、
堀

田
幸

生
、

兼
松

憲
一

指
導

者
と

し
て

活
動

す
る

意
思

の
あ

る
方

 、
所

属
先

等
で

木
育

に
取

り
組

む
意

思
の

あ
る

方
1
7

1
7

2
0
2
3
年

1
0
月

2
8
日

9
:0

0
-
1
7
:5

0
高

知
市

中
央

公
園

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

、
堀

田
幸

生
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（
基

礎
）
受

講
者

3

1
8

2
0
2
3
年

1
0
月

2
9
日

9
:0

0
-
1
6
:3

0
高

知
市

中
央

公
園

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

、
堀

田
幸

生
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（
基

礎
）
受

講
者

2

1
9

2
0
2
3
年

1
2
月

1
0
日

9
:5

0
-
1
6
:5

0
弥

右
衛

門
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（
現

場
研

修
）

堀
田

幸
生

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
基

礎
）
受

講
者

2

2
0

2
0
2
3
年

1
2
月

1
7
日

8
:3

0
-
1
7
:0

0
香

美
市

立
図

書
館

か
み

ー
る

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

、
堀

田
幸

生
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（
基

礎
）
受

講
者

3

2
1

2
0
2
4
年

1
月

1
1
日

1
0
:0

0
-
1
6
:3

0
高

知
市

立
横

浜
小

学
校

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
現

場
研

修
）

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（
基

礎
）
受

講
者

2

合
計

9
8

10
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森
林
活
用
指
導
者
育
成
事
業

生
涯
学
習
課

　
学

校
林

を
は

じ
め

と
し

た
森

林
等

、
豊

か
な

自
然

環
境

を
活

用
し

、
体

験
を

中
心

と
し

た
森

林
環

境
教

育
を

推
進

す
る

こ
と

の
で

き
る

人
材

育
成

研
修

を
行

う
。

　
　

　
　

　

事
業
概
要

◆
令

和
２

年
度

に
高

知
県

社
会

教
育

委
員

会
よ

り
、

体
験

活
動

を
支

え
る

人
材

養
成

の
　

シ
ス

テ
ム

の
構

築
が

提
案

さ
れ

る
。

◆
学

校
林

を
保

有
す

る
県

内
小

中
学

校
70

校
（
19

市
町

村
）
の

う
ち

、
学

校
林

を
利

活
　

用
し

て
い

る
学

校
数

は
17

校
（
9市

町
村

）
。
※

令
和

3年
度

現
在

　

現
状
・
課
題

実
施
内
容

事
業
目
標

▶
　

森
林

や
間

伐
の

知
識

を
持

つ
人

材
難

。
　

（
教

員
・
地

域
と

も
に

）

▶
　

森
林

環
境

教
育

を
推

進
す

る
指

導
者

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

場
、

学
習

指
導

要
領

で
求

め
ら

れ
て

い
る

資
質

・
能

力
の

研
修

す
る

機
会

不
足

。

▶
　

新
た

な
自

然
体

験
活

動
指

導
者

を
目

指
す

人
に

対
す

る
研

修
の

受
け

皿
が

少
な

い
。

・
保

・
幼

の
園

児
、

小
・
中

・
高

の
児

童
生

徒
を

対
象

に
、

体
験

を
中

心
と

し
た

森
林

環
境

教
育

を
推

進
す

る
人

材
を

育
成

す
る

。
（
令

和
３

～
９

年
の

７
年

間
）

　 ・
育

成
し

た
人

材
が

、
市

町
村

や
学

校
等

関
係

機
関

と
つ

な
が

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
に

お
い

て
、

森
林

活
用

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

森
林

活
用

指
導

者
育

成
研

修
　

（
年

間
４

回
程

度
）

・
学

校
教

育
や

社
会

教
育

に
お

け
る

森
林

保
全

に
関

す
る

知
識

・
技

能
の

習
得

、
森

林
や

自
然

環
境

を
活

用
し

た
体

験
活

動
や

防
災

学
習

を
指

導
で

き
る

力

・
活

動
す

る
場

所
（
森

林
）
の

環
境

整
備

が
で

き
る

技
能

及
び

活
動

場
所

の
安

全
管

理
能

力
・
児

童
生

徒
等

の
特

性
に

配
慮

し
た

適
切

な
支

援
の

仕
方

　
　

等

森
林

活
用

指
導

者
資

質
向

上
研

修
　

（
年

間
２

回
程

度
）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

）
・
よ

り
実

践
的

な
指

導
及

び
企

画
方

法
を

学
ぶ

・
修

了
者

同
士

が
つ

な
が

り
、

協
働

的
な

森
林

環
境

教
育

を
実

施

①
研
修

②
情
報
提
供

学
校

児
童
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｔ
Ａ

市
町
村

教
育
委
員
会

情 報 提 供

地
域
学
校
協
働

本
部

学
び
場
人
材

バ
ン
ク

情 報 共 有

森
林

活
用

指
導

者
育

成
研

修
修

了
者

の
情

報
提

供
を

市
町

村
教

育
委

員
会

・
関

係
団

体
に

行
い

、
学

校
や

児
童

ク
ラ

ブ
等

と
共

有

対
象

：
青

少
年

教
育

施
設

職
員

、
地

域
学

校
協

働
活

動
関

係
者

　
　

　
　

地
域

お
こ

し
協

力
隊

・
集

落
支

援
員

　
　

　
　

大
学

生
、

 教
員

、
一

般
等

対
象

：
森

林
活

用
指

導
者

育
成

研
修

修
了

者

事
業
達
成
目
標

実
績

令
和
３
～
９
年
度
修
了
者

令
和
３
～
５
年
度
修
了
者

40
名
以
上

16
名

研
修

修
了
者

（※
）

　
④
マ
ッ
チ

　
　
ン
グ

⑤
つ
な
が
る
・
森
林
環
境
教
育
の
推
進

※
森

林
活

用
指

導
者

育
成

研
修

全
４

回
を

修
了

し
た

者

令
和
６
年
６
月
2
0
日

山
の

学
習

支
援

事
業

林
業

環
境

政
策

課

高
知
県

生
涯
学
習

課

③
要
請

連
携

令
和

６
年

～
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青
少
年
教
育
施
設
振
興
事
業

小
学
生
高
学
年
児
童
を
対
象
に
し
た
主
催
事
業
の
一
つ
と
し
て
開
催
す
る
。
高
知
大

学
農
林
海
洋
科
学
部
の
協
力
を
う
け
、
森
林
に
つ
い
て
の
学
習
を
、
同
大
学
の
演
習
林

で
の
間
伐
作
業
や
樹
木
観
察
を
体
験
し
た
上
で
、
林
業
や
自
然
環
境
に
関
わ
る
課
題
に

つ
い
て
学
び
、
そ
の
課
題
解
決
に
つ
い
て
互
い
に
考
え
あ
う
こ
と
で
、
よ
り
深
く
森
林

の
大
切
さ
を
理
解
し
、
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。

事
業
概
要

昭
和
5
0
年
代
か
ら
歴
年
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
自
然
体
験
活
動
を
開
催
し
て
き

た
。
平
成
2
5
年
か
ら
「
森
林
探
検
隊
」
と
し
て
高
知
大
学
演
習
林
で
の
間
伐
や
炭

焼
き
の
体
験
を
開
始
し
、
本
年
度
は
「
林
業
探
検
隊
」
と
し
て
日
帰
り
開
催
し
た
。

・
日
帰
り
日
程
で
時
間
が
限
ら
れ
、
短
時
間
で
の
体
験
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

・
林
業
や
環
境
保
全
に
つ
い
て
学
ぶ
時
間
が
な
く
、
内
容
が
深
め
ら
れ
な
い
。

・
意
味
の
あ
る
体
験
に
す
る
た
め
に
、
時
間
の
拡
大
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
が
必
要
。

現
状
・
課
題

u
小
学
校
４
～
６
年
生
を
対
象
に
、
１
泊
２
日
の
事
業
と
し
て
2
0
名
を
募
集
す
る
。

u
高
知
大
学
演
習
林
の
嶺
北
フ
ィ
ー
ル
ド
等
で
以
下
の
体
験
活
動
を
実
施
す
る
。

Ø
林
業
や
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

²
森
林
の
働
き
に
つ
い
て
、
森
林
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
（
水
資
源
の
保
持
、
防
災
と
し
て
）
を
知
る
。

²
森
林
が
荒
れ
て
い
く
現
状
に
つ
い
て
（
担
い
手
不
足
に
よ
る
放
置
、
シ
カ
の
食
害
な
ど
）
知
る
。

Ø
フ
ィ
ー
ル
ド
内
で
の
林
業
体
験
・
自
然
観
察

²
樹
木
の
観
察
を
し
た
り
、
林
業
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
り
し
て
、
実
地
で
学
ぶ
。

²
除
伐
作
業
を
体
験
し
、
間
伐
材
な
ど
を
活
用
し
た
木
工
工
作
に
挑
戦
す
る
。

Ø
林
業
や
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
解
決
策
を
主
体
的
に
考
え
る
。

²
林
業
従
事
者
に
よ
る
体
験
談
や
林
業
へ
の
思
い
を
聞
く
。

²
林
業
や
環
境
保
全
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
自
身
で
向
き
合
い
、

解
決
策
を
考
え
合
う
場
を
設
け
、
森
林
と
の
向
き
合
い
方
を
よ
り
深
く
と
ら
え
さ
せ
る
。

実
施
内
容

u
参
加
児
童
が
山
道
を
歩
き
な
が
ら
植
林
さ
れ
た
木
々
の
説
明
を
聞
い
た
り
、
山
の

斜
面
で
間
伐
体
験
を
し
た
り
し
て
、
林
業
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
と

人
と
の
営
み
に
対
す
る
感
受
性
、
木
や
森
に
対
す
る
関
心
を
高
め
ら
れ
る
。

u
参
加
児
童
が
山
に
あ
る
施
設
で
の
自
炊
と
宿
泊
体
験
に
よ
り
、
山
の
自
然
環
境
に

つ
い
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

u
主
催
者
が
林
業
や
環
境
保
全
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
自
身
で
向

き
合
い
、
解
決
策
を
考
え
合
う
場
を
設
け
、
参
加
児
童
が
森
林
の
大
切
さ
を
理
解

し
、
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

期
待
さ
れ
る
効
果

青
少
年
セ
ン
タ
ー

R
6
当
初
：
1
5
3
千
円

(入
)1
5
3
千
円

(R
5
当
初
：
2
4
9
千
円

※
悪
天
候
に
よ
る
中
止
で
利
用
な
し
)

参
加
児
童
が
演
習
林
で
講
話
を
聞
い
た
り
体
験
活
動
を
経
験
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
自
然
に
触
れ
な
が
ら
自
然
を
身
近
な
も
の
と
感
じ
、
自
然
体
験
活
動
へ
の
興

味
・
関
心
を
高
め
、
そ
の
よ
さ
や
楽
し
さ
を
感
じ
る
。

ま
た
、
参
加
児
童
が
普
段
は
体
験
で
き
な
い
活
動
を
す
る
こ
と
で
好
奇
心
や
探
究

心
を
高
め
、
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
感
情
を
主
催
者
が
育
て
る
。

事
業
目
標

協
力
依
頼
予
定
団
体

・
高
知
大
学

農
林
海
洋
科
学
部

・
森
林
総
合
セ
ン
タ
ー

・
林
業
大
学
校

・
香
美
森
林
組
合

協
力

将
来

²
テ
ン
ト
泊
で
の
野
外
活
動
の
充
実

²
２
泊
３
日
へ
拡
大
し
て
内
容
充
実

・
最
新
の
林
業
現
場
の
見
学

・
よ
り
深
い
自
然
観
察
や
体
験
活
動

・
S
D
G
s
の
観
点
で
の
環
境
保
全
学
習
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令和６年度森林環境税を活用する事業の補足説明

高等学校課

１高校生森林環境理解事業

河川の水質調査や森林生態系のモニタリング、間伐材利用、森林環境の維持・管理など実践的

な活動を通して森林環境保全を理解･支援できる人材の育成を図る。

○四万十高校

森、川、海学習を実施し、１年次は生態系の成り立ちや連続性に

ついて、２年次では、自然観察や生物の生態調査(図1)を実施し、

３年次ではこれまでの学習を踏まえ、自然環境に関する課題につい

てフィールドでの活動を行い、３年間を見通した系統的な環境学習

に取り組んでいる。 (図1) 海学習

令和６年度から、学校演習林の保全を目的とし、クヌギの伐採跡地の植林に伴う害獣防除

として、防護柵や防護ネットを設置し、森林資源の更新や害獣対策に対する知識や技術を習

得し、森林環境を維持するための実践的な活動を行っている。

○高知北高校

鏡川の清掃活動の実施や水生生物の採集･分類･調査を通して鏡川

の水質、生態系全体のつながりを学習している。また、県産材を利用

した木工(図2)に取り組み、作品製作を通して、森林資源活用や自然

環境の保全に取り組む姿勢を育成している。

(図2)木工品の製作

○窪川高校(令和６年度から実施)

大阪府の天神橋筋商店街において「四万十お野祭市場」を実施し、四万十町の特産物をＰＲ

する活動を行っている。市場では農産物販売や町産材を利用した木工品を作成し来場者に配

布している。この活動を通じて森林資源の有効活用と自然環境の保全について、生徒自らが

考え行動する力を育み、環境保全について広く伝える活動を行っていく。

○幡多農業高校

間伐材利用事業では、学校演習林での間伐・集材・林道整備(図3)

などの作業を行い、搬出した間伐材を有効利用し、木工品を製作し、

森林環境と木材の有効利用について学ぶ。

(図3)林道整備

○嶺北高校

２年生を対象に、嶺北地域の林業事業所が管理する森林の現場に視察を行い、適切な森林

管理が環境保全につながることを間近で感じ、森林環境への理解を深めていく。

３年生では、教育の森を活用した森林学習として、森林環境を維持するための管理につい

て体験的な活動を通して、森林の多面的機能を維持するための知識や技術の習得を図る。(令

和６年度から)
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令和６年度
「森林・山村多面的機能発揮対策交付金」のご紹介

里山林は、居住地近くに広がり、薪炭用材の伐採、落葉の採取等を通じて地域住民に継続的
に利用されることにより、維持・管理されてきた森林です。

しかし、このような里山林は、昭和３０年代の石油・ガスなどの化石燃料の普及、化学肥料
の普及等により地域住民との関係が希薄になり、侵入竹などによる荒廃が進んでいます。

そこで、林野庁では、地域住民、森林所有者等が協力して行う、里山林の保全管理や資源を
利用するための活動に対して支援を行います。

薪やシイタケ原木など地域の資源
を活用して山村を活性化したい

高密に侵入したモウソウチクや笹
などを除去したい

荒れている里山林の手入れや機能
の維持・保全活動を行いたい

【地域環境保全タイプ】
（里山林保全活動）

・里山林の機能を維持するための活動

・風倒木や枯損木の除去活動等

【森林資源利用タイプ】

・集落周辺の広葉樹等の伐採、搬出

活動等

【地域環境保全タイプ】
（侵入竹除去、竹林整備活動）

・侵入竹の伐採・除去活動

・荒廃竹林の整備活動等

現場のニーズ 活動メニュー

森林整備のための歩道を作りたい
鳥獣害防止柵を設置したい 【森林機能強化タイプ】

・歩道・作業道の作設・改修

・鳥獣害防止柵の設置・補修

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー

サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー

サイドメニューはメインメニューと組み合わせて実施

地域外の人と森林整備を行ってい
きたい 【関係人口創出・維持タイプ】

・地域外関係者との調整

・受け入れ環境の整備等
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コ
　
ー
　
ス

科
　
　
目

講
座
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾄ
用

内
　
　
　
　
　
容

定
　
員

受
講
予
約
受
講
者

数
・
実
績

料
金

日
　
　
程

資
格
取
得
コ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1
小
型
車
両
系
建
設
機
械
特
別
教
育
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
　
学
科

15
2

2
無
料

12
月

4日

資
格
取
得
コ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

小
型
車
両
系
建
設
機
械
特
別
教
育
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
　
実
技

15
2

2
無
料

12
月

5日

資
格
取
得
コ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
　
学
科

10
4

3
無
料

1月
24
日

資
格
取
得
コ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
　
学
科

10
4

3
無
料

1月
25
日

資
格
取
得
コ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
　
実
技

10
4

3
無
料

1月
26
日

資
格
取
得
コ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
特
別
教
育
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)

10
10

7
無
料

2月
5日

資
格
取
得
コ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
特
別
教
育
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)

10
10

7
無
料

2月
6日

資
格
取
得
コ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
特
別
教
育
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)

10
10

7
無
料

2月
7日

資
格
取
得
コ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1
玉
掛
け
技
能
講
習
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
　
学
科

10
4

4
無
料

2月
14
日

資
格
取
得
コ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

玉
掛
け
技
能
講
習
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
　
学
科

10
4

4
無
料

2月
15
日

資
格
取
得
コ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

玉
掛
け
技
能
講
習
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
　
実
技

10
4

4
無
料

2月
16
日

高
知
県
立
林
業
大
学
校
　
　
【
　
短
期
課
程
　
】
年
間
計
画
及
び
受
講
実
績
一
覧
表
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も
り
り
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
発
行
さ
れ
て
い
る
の
？

　
森
林
の
持
つ
た
く
さ
ん
の
機
能
や
役
割
り
を
理
解
し
て
、
県
民
み
ん
な
で
森
林
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
年
２
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

や
く

 わ

も
り
り
ん
は
公
共
機
関
や
道
の
駅
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
高
知
県
林
業
環
境
政
策
課
の
H
P
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

は
い

ふ

平
成
19
年
～
　

森
林
環
境
情
報
誌
ma
mo
ri

発
刊
（
1～
22
号
）

平
成
30
年
～
現
在

森
林
環
境
情
報
誌
も
り
り
ん

発
刊
（
1～
11
号
）

森
林
環
境
税
を
使
っ
て
、

シ
カ
の
被
害
を

防
い
だ
り
し
て
い
る
よ
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もくもくエコランド2023第6回森林環境学習フェア

・開催日時 2023年10月28日（土）、29日（日）10時00分～16時00分

・開催場所 高知市中央公園、帯屋町1丁目アーケード

・入場料 無料

・来場者数 28日（土）天候：晴れ 4,726名 29日（日）天候：晴れ 6,486名

合計 11,212名

カウント場所 中央公園出入口4カ所（北入口、西入口、南西入口、東入口）

・出展小間数 計58小間

内訳 有料出展：18小間、無料出展：19小間、森林環境ブース：22小間、飲食：8小間

・事業の目的 参加された方々に森林の持つ多面的機能や森林環境保全の重要性への理解を深めると
ともに、木材利用や森林への関心を高め、森林保全活動に積極的に関わっていただくきっかけとなる
機会として森林環境学習フェアや森林保全体験バスツアーを開催する。

・主 催 高知県、高知県木材普及推進協会

・協 賛 一般社団法人高知県木材協会、高知県木製品工業連合協同組合、高知県木材協同組合、
高知県建具協同組合、公益社団法人高知県建築士会、公益社団法人日本建築家協会四国支部高知地域
会、高知県森林組合連合会、協同組合高知県木材工業団地連盟、土佐林業クラブ、一般社団法人高知
県山林協会、高知県素材生産業協同組合連合会、共同組合高知木材センター、協同組合高幡木材セン
ター、協同組合西部木材センター、株式会社大洋木材市場、高知県林材株式会社、ウッドテクノス株
式会社、四国建販株式会社、ミタニ建設工業株式会社、株式会社高知前川種苗、株式会社四国銀行、
株式会社高知銀行、高知信用金庫、四国労働金庫高知営業本部、高知県信用農業協同組合連合会、ヨ
ンケン株式会社、高知商工会議所、株式会社晃立、高知建設労働組合高知支部、高知県木材商業協同
組合、高知県中央木材工業団地協同組合

・後 援 四国森林管理局、高知県教育委員会、高知市、高知市教育委員会、香美市教育委員会、
協同組合帯屋町筋、高知県青年林材協会、株式会社テレビ高知、株式会社エフエム高知、高知ケーブ
ルテレビ株式会社、RKC高知放送、KSSさんさんテレビ、NHK高知放送局、高知新聞社、読売新聞高知
支局、朝日新聞高知総局、東京おもちゃ美術館
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高

知
県

緑
化

促
進

事
業

費
補

助
金

 
 

補
助

要
件

事
業

実
施

主
体

：
 市

町
村

、
市

町
村

教
育

委
員

会
、

社
会

福
祉

法
人

、
医

療
法

人
、

財
団

法
（

補
助

事
業

者
）

   
   

   
人

、
県

内
に

事
務

所
を

置
く

企
業

、
団

体
等

で
あ

っ
て

、
補

助
事

業
完

了
 

 
 

 
 

 
 

 後
も

責
任

を
も

っ
て

継
続

的
に

樹
木

の
育

成
管

理
を

行
え

る
も

の
  補

助
対

象
施

設
：

教
育

・
保

育
施

設
、

市
町

村
や

市
町

村
教

育
委

員
会

の
整

備
す

る
施

設
又

は
 

 
 

 
 

 
 

木
材

を
利

用
し

た
Ｐ

Ｒ
効

果
の

高
い

公
共

的
施

設
(社

会
福

祉
施

設
、

病
院

 
 

 
 

 
 

 
又

は
診

療
所

、
運

動
施

設
、

社
会

教
育

施
設

、
駅

等
及

び
道

の
駅

)

補
助

対
象

経
費

：
郷

土
樹

種
を

活
用

し
た

モ
デ

ル
的

な
緑

化
に

お
け

る
植

樹
や

樹
木

展
示

に
要

 
 

 
 

 
 

 
す

る
経

費
 

   
   

   
   

   
  

（
樹

木
・

プ
ラ

ン
タ

ー
購

入
費

、
運

搬
費

、
土

壌
改

良
費

、
産

業
廃

棄
物

 
 

 
 

 
 

 
  運

搬
処

理
費

、
工

事
請

負
費

、
設

計
・

測
量

・
調

査
委

託
料

）
   

   
   

   
   

   
   

   
   

※
１

事
業

の
補

助
金

額
が

40
万

円
以

上
を

対
象

 
 

 
 

 
 

 
補

 
助

 
率

 
：

市
町

村
及

び
市

町
村

教
育

委
員

会
、

教
育

・
保

育
施

設
：

10
/1

0以
内

 
 

 
 

 
 

 
そ

の
他

：
1/

2以
内

(た
だ

し
、

大
企

業
に

該
当

す
る

場
合

は
1/

3以
内

) 
 

 

補
助

額
の

上
限

：
60

0万
円

/事
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

(予
定

)と
主

な
手

続
き

 
  4

月
 

 
要

綱
・

事
務

取
扱

要
領

制
定

、
一

次
募

集
（

事
業

計
画

書
の

提
出

期
限

：
７

月
）

 
  7

月
頃

 
内

示
 

  8
月

頃
 

申
請

(※
1)

～
交

付
決

定
 

(※
1)

事
業

の
変

更
内

容
に

よ
っ

て
、

変
更

申
請

が
必

要
な

場
合

あ
り

。

 
【

補
助

事
業

者
】

：
事

業
着

手
(※

2)
 

⇒
（

遂
行

状
況

報
告

(※
3)

）
 

⇒
 

実
績

報
告

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(※
2)

着
手

は
、

原
則

交
付

決
定

日
以

降
。

や
む

を
得

ず
早

期
に

着
手

す
る

場
合

は
、

申
請

と
 

 
 

 
 

 
 

と
も

に
指

令
前

着
手

届
の

提
出

が
必

要
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(※
3)

遂
行

状
況

報
告

は
、

知
事

か
ら

求
め

が
あ

っ
た

場
合

に
提

出
。

 
【

県
】

   
   

   
   

  ：
検

査
、

支
払

い
 

補
助

の
目

的
 

幅
広

い
県

民
に

利
用

さ
れ

る
公

共
的

空
間

等
を

郷
土

樹
種

を
用

い
て

緑
化

す
る

取
組

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
県

民
の

森
林

に
関

す
る

理
解

と
関

心
を

高
め

、
緑

を
育

み
、

守
る

活
動

に
つ

な
げ

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 
※

県
土

の
緑

化
を

総
合

的
に

推
進

す
る

と
と

も
に

、
良

好
な

環
境

の
形

成
に

も
つ

な
げ

る
。

想
定

す
る

主
な

緑
化

の
内

容
○

教
育

・
保

育
施

設
 

 
内

容
：

児
童

・
生

徒
な

ど
が

、
日

常
的

に
緑

と
触

れ
あ

え
る

環
境

を
整

備
す

る
た

め
、

 
 

 
 

 
保

育
所

や
幼

稚
園

、
学

校
等

を
緑

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
木

や
自

然
へ

の
親

 
 

 
 

 
し

み
を

深
め

る
も

の
 

等

○
Ｐ

Ｒ
効

果
の

高
い

公
共

的
施

設
等

 
 

内
容

：
幅

広
い

層
の

県
民

が
日

常
的

に
訪

れ
る

公
園

や
交

通
の

拠
点

等
を

緑
化

す
る

 
 

 
 

 
こ

と
で

、
緑

と
触

れ
あ

え
る

環
境

を
整

備
し

、
県

民
の

緑
に

対
す

る
理

解
と

 
 

 
 

 
関

心
を

高
め

る
も

の
 

等

※
令

和
６

年
度

改
正

 
一

事
業

者
に

つ
き

、
年

度
内

に
１

施
工

箇
所

に
係

る
事

業
を

申
請

上
限

と
す

る
。

※
こ

の
事

業
に

よ
り

緑
化

し
た

施
設

に
お

い
て

は
、

県
の

森
林

環
境

税
を

活
用

し
た

こ
と

の
表

示
 

が
必

要
。

保
育

所
・

幼
稚

園
公 園

駅
、

道
の

駅
学

校※
高

知
県

森
林

環
境

税
活

用
事

業
(R

6当
初

:1
5,

00
0千

円
 (入

)1
5,

00
0千

円
)
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
率
(1
00
M
bp
s以
上
)(
R3
年
3月
1日
時
点
)

H
30

H
31

R2
70
%

79
%

88
%

生
徒
児
童
1人
あ
た
り
の
教
育
用
PC
数
(R
3年
3月
1日
時
点
)

H
30

H
31

R2
0.
19
台
/人

0.
20
台
/人

0.
71
台
/人

事
業

の
概

要

・
公
園
内
の
う
ち
、
森
林
環
境
教
育
を
実
施
す
る

主
要
施
設
で
あ
る

研
修

棟
、

学
習

室
に

つ
い

て
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
環

境
を

整
備

す
る

た
め

、
無

線
LA

N
環

境
(光

回
線

終
端

装
置

(O
N

U
)、

及
び

ル
ー

タ
、

ア
ク

セ
ス

ポ
イ

ン
ト

)を
設

置
す

る
。

・
森
林
環
境
教
育
に
資
す
る
活
動
に
つ
い
て
、

事
前
に
申
請
受
け
付
け
た
も
の
に
つ
い
て
は

パ
ス
ワ
ー
ド
を
開
示
し
、

公
園

利
用

期
間

中
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
を

利
用

可
能

と
す

る
。

・
定

期
的

に
パ

ス
ワ

ー
ド

を
変

更
し

、
不

正
利

用
防

止
対

策
を

講
じ

る
。

目
的

・
背

景

 
・
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
は
、

「
森

林
に

関
す

る
知

識
の

普
及

を
図

り
、

も
っ

て
森

林
愛

護
の

 
思

想
を

高
め

る
た

め
」

設
置

さ
れ

て
い

る
施
設
で
あ
る
。

 
・
入
園
者
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
R3
年
度
の
実
績
は
58
,8
48
人
と
な
っ
て
い
る
。

 
・
当
公
園
は
森
林
学
習
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

近
年

の
学

校
教

育
現

場
 

に
お

い
て

は
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
利

用
等

、
IC

T等
を

活
用

し
た

教
育

の
取

り
組

み
が

進
ん

で
お

 
 

り
、

森
林

学
習

に
お

い
て

も
こ

の
よ

う
な

技
術

の
使

用
が

望
ま

れ
る

。
 
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
遠
隔
で
の
授
業
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
 

 
今
後
さ
ら
に
需
要
が
増
大
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

 
・
現
状
の
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
で
は
十
分
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
が
整
備
さ
れ
て
お
 

 
ら
ず
、

当
事

業
に

よ
り

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
環

境
を

整
備

し
、

当
施

設
の

森
林

学
習

施
設

 
と

し
て

の
環

境
の

充
実

を
図

り
た

い
。

 

甫
喜

ヶ
峰

森
林

公
園

へ
の

公
衆

無
線

LA
N

環
境

整
備

に
つ

い
て

(1
/2

)
( R

5決
算

:1
,0

52
千

円
 (入

)1
,0

52
千

円
 ) 

  
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
利
用
実
績
(人
)

調
査
年
度
H
31
年
度

R2
年
度

R3
年
度

入
園
者
数

51
,5
63

51
,6
29

58
,8
48

全
国
の
小
中
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
状
況
・
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
PC
保
有
状
況

20
14

20
15

20
16

小
学
校

61
9,
53
4
61
8,
77
4
61
7,
76
9

中
学
校

34
7,
82
9
34
7,
15
2
34
5,
65
8

小
学
校

70
%

71
%

72
%

中
学
校

66
%

68
%

69
%

小
学
校

90
0,
70
0
91
8,
79
9
95
5,
32
3

中
学
校

50
5,
84
2
51
8,
41
2
53
5,
21
0

小
学
校

82
,7
53

13
7,
16
6
20
3,
15
6

中
学
校

38
,8
22

63
,8
01

95
,73
2

調
査
年
度

教
室
数

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

可
能
教
室
割
合

教
育
用
PC
現
有
台
数

教
育
用
PC
の
う
ち
ク
ラ

ス
用
か
つ
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
PC
現
有
台
数

小
学

校
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
使

用
率

32
%

中
学

校
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
使

用
率

28
%

※
20

16
時

点

県
内

分
に

換
算

す
る

と
 

 
 

小
学

校
 

 9
,9

92
人

分
 

 
 

中
学

校
 

 
 4

,7
57

人
分

 
 

 
 

 
計

  
   

14
,7

49
人

分
の

環
境

整
備

効
果

が
見

込
め

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
の

流
行

で
、

遠
隔

で
の

教
育

の
需

要
は

高
ま

っ
て

お
り

、
今

後
さ

ら
な

る
需

要
増

大
が

想
定

さ
れ

る
。

高
知
県
の
小
・
中
学
校
の
学
級
数
と
生
徒
・
児
童
人
数
(R
3年
度
)

学
級
数
(教
室
)

生
徒
・
児
童
数
(人
)

小
学
校

1,
89
9

31
,2
26

中
学
校

82
5

16
,9
88

構
成

案

【
機

器
台

数
】

・
ル

ー
タ

:1
、

屋
内

A
P:

1、
屋

外
AP

:2

【
参

考
値

】
生

徒
児

童
(全

国
)高

校
含

む

既
に

教
育

の
現

場
で

は
IC

T活
用

は
普

通
と

な
っ

て
い

る
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(例
)公

園
内

の
植

生
調

査
 無

線
LA

N
使

用
・

図
鑑

の
デ

ー
タ

を
タ

ブ
レ

ッ
ト

よ
り

確
認

出
来

る
よ

う
に

し
て

お
く

(ク
ラ

ウ
ド

格
納

 o
r w

eb
で

閲
覧

)
・

外
業

と
し

て
生

徒
児

童
が

各
自

自
由

に
公

園
内

を
散

策
し

、
見

つ
け

た
植

物
を

各
自

写
真

と
同

定
理

由
を

共
有

シ
ー

ト
に

登
録

。
・

散
策

終
了

後
、

内
業

と
し

て
、

共
有

さ
れ

た
植

物
リ

ス
ト

に
つ

い
て

先
生

や
施

設
の

職
員

と
図

鑑
と

と
も

に
答

え
合

わ
せ

を
行

う
。

・
課

題
と

し
て

共
有

し
た

植
物

リ
ス

ト
よ

り
読

み
取

れ
る

考
察

を
各

自
記

載
し

共
有

(=
課

題
提

出
=

記
録

)す
る

。

無
線

LA
N

環
境

整
備

に
よ

る
具

体
的

な
活

用
例

に
つ

い
て

 
学
校
の
当
施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
無
線
LA
N
環
境
の
用
途
に
つ
い
て
も
学
校
の
使
い
方
次
第
と
な
る
。

 
森
林
学
習
に
お
け
る
IC
T等
の
活
用
(リ
モ
ー
ト
に
よ
る
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
で
の
授
業
の
実
施
)。

甫
喜

ヶ
峰

森
林

公
園

へ
の

公
衆

無
線

LA
N

環
境

整
備

に
つ

い
て

(2
/2

)
( R

5決
算

:1
,0

52
千

円
 (入

)1
,0

52
千

円
 ) 

  

(例
)公

園
内

の
植

生
調

査
 従

来
の

場
合

・
散

策
中

に
図

鑑
を

持
ち

歩
く

必
要

が
あ

り
重

量
が

負
担

と
な

る
。

・
事

前
に

各
タ

ブ
レ

ッ
ト

に
保

存
す

る
方

法
の

場
合

、
誤

操
作

で
消

去
し

た
場

合
、

再
表

示
が

で
き

な
い

。
・

見
つ

け
た

植
物

に
つ

い
て

、
現

物
を

採
取

す
る

か
個

別
に

写
真

を
確

認
し

な
い

と
合

っ
て

い
る

か
確

認
が

で
き

な
い

。
植

物
の

採
取

を
禁

止
し

て
お

り
、

個
別

に
写

真
を

確
認

す
る

場
合

は
確

認
す

る
先

生
、

職
員

に
大

き
な

負
担

が
あ

る
。

・
生

徒
児

童
の

考
察

を
全

員
に

共
有

す
る

こ
と

で
、

現
場

で
漏

れ
な

く
意

見
の

拾
い

上
げ

が
行

え
る

。
・

提
出

漏
れ

の
確

認
、

課
題

の
整

理
の

た
め

の
労

力
が

必
要

で
あ

り
、

生
徒

児
童

は
提

出
し

た
課

題
の

確
認

が
出

来
な

い
。

事
前
資
料
共
有
手
法
の
例

見
つ
け
た
植
物
の

共
有
の
手
法
の
例

考
察
の
手
法
の
例
①

考
察
の
手
法
の
例
②

見
込

め
る

効
果

【
生

徒
、

児
童

】
・

体
力

の
少

な
い

児
童

生
徒

へ
の

公
園

内
散

策
の

負
担

軽
減

・
見

つ
け

た
植

物
の

共
有

に
よ

り
「

ど
こ

に
あ

っ
た

の
」

等
生

徒
児

童
同

士
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

促
進

、
探

索
意

欲
の

向
上

・
植

物
の

確
実

な
同

定
等

学
習

効
果

の
向

上
。

・
課

題
の

振
り

帰
り

等
得

た
知

識
の

保
存

。
【

職
員

、
先

生
】

・
同

定
す

る
職

員
の

負
担

軽
減

・
課

題
提

出
、

整
理

、
保

管
の

事
務

作
業

の
負

担
軽

減

※
手
法
の
例
の
画
像
は
既
存
の
学
校
用
学
習
ツ
ー
ル

(ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
(県
内
導
入
実
績
あ
り
))
の
も
の
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事
業

の
概

要
・

甫
喜

ヶ
峰

自
然

公
園

は
、

龍
河

洞
県

立
自

然
公

園
・

保
健

保
安

林
に

指
定

さ
れ

て
お

り
、

皆
伐

は
行

う
こ

と
 

が
で

き
な

い
た

め
、

搬
出

間
伐

を
主

体
と

す
る

整
備

を
実

施
す

る
。

・
今

後
も

継
続

的
に

整
備

し
て

い
く

が
、

令
和

６
年

度
は

現
に

風
倒

木
が

発
生

し
て

い
る

人
工

林
部

分
の

間
伐

 
を

優
先

的
に

実
施

す
る

。
・

令
和

６
年

度
の

整
備

面
積

は
約

15
ha

を
予

定
。

目
的

・
背

景

 
・
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
は
、

「
森

林
に

関
す

る
知

識
の

普
及

を
図

り
、

も
っ

て
森

林
愛

護
の

 
 

思
想

を
高

め
る

た
め

」
設
置
さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
り
、

R
4年

度
入

園
者

実
績

は
54

,8
89

人
 
 
と
な
っ
て
い
る
。

 
・

公
園

内
の

森
林

は
、
主
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
か
ら
な
る
人
工
林
46
.4
6h
aと
ア
セ
ビ
を
は
じ
め
と

 
 
す
る
広
葉
樹
等
か
ら
な
る
天
然
林
43
.1
5h
aの
合
わ
せ
て

89
.6

1h
aあ
り
、

林
齢

構
成

は
主

に
55

 
 

～
60

年
生
と
な
っ
て
い
る
。
高
知
市
や
南
国
市
等
の

県
内

の
主

要
都

市
か

ら
近

い
立

地
で

、
人

 
 

工
林

・
天

然
林

を
観

察
で

き
る

貴
重

な
場

所
で
あ
る
。

 
・
森
林
環
境
保
全
基
金
運
営
委
員
会
で
は
、
「

県
立

施
設
に
も
う
少
し
力
を
入
れ

磨
き

上
げ
た
ら
 

 
 
い
い
と
思
う
。

林
業

と
い

う
産

業
と

自
然

・
植

物
と

い
う

切
り

口
の

両
方

か
ら

発
信
し
た
り
、

人
 

 
を

育
て

て
い

く
環

境
に

よ
り

力
を

入
れ

る
た
め
環
境
税
が
使
え
た
ら
よ
い
の
で
は
」
、
と
の
ご
意

 
 
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

林
業

と
自

然
へ

の
取

組
の

モ
デ

ル
と
し
て
当
該
施
設
は
最
適
で
あ
る
。

 
・
一
方
で
、

公
園

内
で

の
森

林
整

備
は

平
成

1４
年

の
保

育
間

伐
を

最
後
に
実
施
で
き
て
お
ら
ず
、

 
 

林
内

全
体

が
過

密
状

態
と
な
っ
て
い
る
。

 
・
ま
た
、

風
倒

木
等

に
よ

り
掛

か
り

木
と
な
っ
て
い
る
箇
所
も
存
在
し
て
お
り
、
公
園
内
の
林
内

 
 
に
は
来
園
者
が
自
由
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

 
・
こ
の
た
め
、
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
内
の
森
林
の

間
伐

等
を

行
い

、
森

林
公

園
内

に
モ

デ
ル

的
な

 
 

人
工

林
の

展
示

場
所
を
整
備
す
る
。

甫
喜

ヶ
峰

森
林

公
園

 施
業

展
示

林
整

備
事

業
に

つ
い

て
( R

6当
初

:5
,6

00
千

円
 (入

)5
,6

00
千

円
 ) 

  
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
利
用
実
績
(人
)

調
査
年
度
R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

入
園
者
数

51
,6
29

58
,8
48

54
,8
89

過
密

と
な

っ
て

い
る

人
工

林
部

分
風

倒
木

に
よ

る
掛

か
り

木
箇

所

調
査
年
度
R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

R5
年
度

入
園
者
数

51
,6
29

58
,8
48

54
,8
89

55
,7
35

41
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令
和

６
年

度
　

座
談

会
等

開
催

委
託

業
務

　
R

6
当

初
予

算
　

3
,1

4
8

千
円

・
 森

林
環

境
税

は
県

民
参

加
が

大
き

な
ポ

イ
ン

ト
で

あ
り

、
県

民
理

解
と

参
加

意
識

を
持

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

が
重

要

・
 第

四
期

（
H

3
0
～

R
4
年

）
ま

で
は

、
森

林
環

境
税

の
延

長
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

座
談

会
等

で
県

民
に

意
見

を
聞

い
て

き
た

。

・
 第

五
期

森
林

環
境

税
（

R
5
～

R
9
年

）
は

、
森

林
環

境
譲

与
税

と
両

輪
で

森
林

環
境

保
全

を
進

め
る

予
定

。

 
 

第
五

期
（

R
5

～
R

9
年

）
を

通
じ

て
、

県
民

に
説

明
す

る
機

会
、

意
見

を
聞

く
機

会
を

設
け

る

・
 県

民
に

直
接

説
明

す
る

機
会

を
設

け
る

 
 →

税
の

認
知

度
の

向
上

、
事

業
成

果
の

説
明

・
 県

民
か

ら
の

意
見

を
聴

取
す

る
機

会
を

設
け

る

 
 →

参
加

意
識

の
向

上
、

事
業

の
要

望
や

改
善

等
に

反
映

 
 

地
域

課
題

の
把

握
、

支
援

ニ
ー

ズ
の

把
握

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
の

課
題

の
中

に
後

継
者

が
不

在
、

 
新

た
な

団
体

や
キ

ー
マ

ン
が

不
在

な
こ

と
が

あ
る

 
→

地
域

で
森

林
に

関
す

る
課

題
意

識
を

共
有

、

 
 

既
存

団
体

と
新

た
な

団
体

や
キ

ー
マ

ン
の

候
補

者
と

 
 

の
交

流
機

会
を

創
出

し
、

掘
り

起
こ

し
を

行
う

・
森

林
環

境
税

と
森

林
環

境
譲

与
税

を
セ

ッ
ト

で
説

明
を

 
す

る
機

会
を

設
け

る

 
→

市
町

村
と

一
緒

に
森

林
環

境
譲

与
税

の
説

明
を

す
る

こ
と

で
認

知
度

の
向

上
と

理
解

を
促

進

 

Ｒ
５

～
９

事
業

詳
細

座
談

会
等

開
催

委
託

業
務

開
催

時
期

：
7
～

9
月

の
土

曜
日

又
は

日
曜

日
会

場
 

：
地

域
の

公
共

的
施

設
o
r森

林
公

園
等

主
催

 
：

林
業

環
境

政
策

課
参

加
者

：
地

域
の

森
林

保
全

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

 
 

 
 

森
林

組
合

、
林

業
事

業
体

 
 

 
 

地
域

で
活

動
す

る
団

体
 

 
 

 
地

域
お

こ
し

の
キ

ー
マ

ン
等

（
地

域
お

こ
し

協
力

隊
な

ど
）

 
 

 
 

高
校

生
、

大
学

生
、

学
校

関
係

者
説

明
側

：
県

 林
業

環
境

政
策

課
、

林
業

事
務

所
、

 
 

 
 

市
町

村
林

業
担

当
課

（
譲

与
税

）

内
 

容
：

①
県

や
市

町
村

か
ら

の
説

明
 

 
 

 
 

（
森

林
環

境
税

、
森

林
環

境
譲

与
税

）
 

 
 

 
②

優
良

事
例

等
の

紹
介

　
　

　
　

　
（

森
林

環
境

税
活

用
団

体
、

個
人

等
）

 
 

 
 

③
意

見
交

換
会

 
 

 
 

 
・

課
題

意
識

共
有

 
 

 
 

 
・

課
題

へ
の

対
応

案
 

 
 

 
 

・
支

援
ニ

ー
ズ

 
 

 
 

※
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
  

  
  

  
※

新
聞

、
S
N

S
広

告
の

実
施

R
５

～
７

  
（

R
6
事

業
費

3
,1

4
8
千

円
）

 
：

座
談

会
（

2
地

域
×

3
年

）
、

林
業

事
務

所
単

位
で

実
施

。
※

意
見

交
換

・
事

業
改

善

R
８

 
 

  
（

概
算

事
業

費
6
,6

0
0
千

円
）

 ：
県

民
地

域
座

談
会

（
県

の
次

期
森

林
環

境
税

の
方

向
性

に
対

す
る

意
見

交
換

会
）

県
内

6
地

域

 
 

 
 

  
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 県

民
世

論
調

査
（

事
業

費
に

含
ま

な
い

）
、

企
業

ア
ン

ケ
ー

ト
（

本
事

業
費

に
含

む
）

R
９

  
  
  
  
（

概
算

事
業

費
3
,8

0
0
千

円
）

 ：
県

民
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
県

の
次

期
森

林
環

境
税

の
方

向
性

の
広

報
を

行
う

）

※
各

年
度

、
開

催
告

知
と

同
時

に
森

林
環

境
税

に
つ

い
て

新
聞

（
全

５
段

×
１

回
）

や
S
N

S
等

（
F
B
,I

n
st

a
g
ra

m
,X

）
を

活
用

し
た

広
報

を
行

う
。

事
業

費
：

・
会

場
費

、
会

場
設

営
・

運
営

・
謝

金
（

司
会

等
）

 
・

広
告

（
チ

ラ
シ

、
新

聞
、

 
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

）
・

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
 

等

・
 森

林
環

境
税

の
認

知
度

が
低

い
。

(7
3
.4

％
の

人
が

知
ら

な
い

）
※

・
 県

議
会

や
森

林
環

境
保

全
基

金
運

営
委

員
会

の
指

摘
で

、
森

林
環

境
税

の
成

果
・

効
果

が
見

え
に

く
い

こ
と

や
県

民
意

見
を

反
映

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

と
の

声
が

あ
る

。

・
 ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
の

活
動

が
低

下
し

て
お

り
、

県
民

参
加

の
機

会
が

低
下

し
て

い
る

。
(R

3
調

査
よ

り
)

・
 森

林
環

境
譲

与
税

の
認

知
度

が
低

い
。

(8
5
.9

%
の

人
が

知
ら

な
い

)
※

R
4
県

民
世

論
調

査
結

果

課
題

現
状

対
応

案
R

6
：

事
業

概
要

R
5

年
度

（
第

5
期

1
年

目
）

R
6

年
度

（
第

5
期

２
年

目
）

R
７

年
度

（
第

5
期

３
年

目
）

R
8年
度

（
第

5
期

４
年

目
）

R
9年
度

（
第

5
期

最
終

年
）

県
民

参
加

地
域

座
談

会
（

安
芸

、
幡

多
）

安
芸

地
域

：
3
9
名

参
加

幡
多

地
域

：
3
7
名

参
加

地
域

座
談

会
（

嶺
北

、
中

央
西

）
地

域
座

談
会

（
予

定
）

県
民

地
域

座
談

会
（

予
定

）
県

民
世

論
調

査
企

業
ア

ン
ケ

ー
ト

第
６

期
に

向
け

た
見

直
し

の
実

施

済

令
和
６
年
度
高
知
県
一
般
会
計
当
初
予
算
が
提
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
本
事
業
手
続
き
に
つ
い
て
停
止
等
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
以
降
の
事
業
に
つ
い
て
は
会
の
名
称
等
現
段
階
の
想
定
内
容
で
あ
り
、
確
定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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高
 知

 県
 木

 の
 香

 る
 ま

 ち
 づ

 く
 り

 推
 進

 事
 業

(概
要

図
) 

趣
　

旨
「
木

の
文

化
県

構
想

」
に
基

づ
く
「
木
に
親

し
む
」
・「
木

を
活

か
す
」
活

動
の
一

環
と
し
て

、
県

産
材

を
積

極
的

に
利

用
し
た

公
共

的
施

設
等

の
整

備
に
支

援
を
行

い
、
県

内
外
か
ら
の
観
光

客
等

に
木

の
香

る
環

境
を
提

供
す
る
こ
と
や

、
幼

少
期

か
ら
木

材
に
触

れ
あ

い
親

し
む
体

験
を
通

し
て

、
木

の
良

さ
の

普
及

を
図

る
。

木
 
材
 
活
 
用
 
施
 
設
 
等
 
整
 
備

 
学
 
校
 
関
 
連
 
環
 
境
 
整
 
備

玄
関

、
ロ
ビ
ー

そ
の
他

県
民
の
目

に
触

れ
る
機

会
が

多
い

公
的
空

間
の
木

質
化

や
木
製

品
の
導

入
に
係

る
経

費
 

幼
児

、
児

童
・生

徒
及

び
学

生
が

利
用

す
る
保

育
室

、
教

室
等

の
木

質
化

や
木
製

の
机

、
椅

子
、
遊

具
等

に
係

る
経

費
 

１／
２
以

内
（
補

助
金

額
2
5
千

円
以

上
・一

施
設

当
た
り
の
限
度

額
が

4
0
0
万

円
）
 

 
一
施

設
当

た
り
の

限
度

額
4
0
0
万

円
、
一

事
業

者
当

た
り
の
限

度
額

5
0
0
万

円

た
だ

し
、
小

・中
学

校
の
内

装
木

質
化

に
つ

い
て

は
限

度
額

1,
0
0
0
万

円

社
会

福
祉

法
人

、
財

団
法

人
、
医

療
法

人
、
県

内
に
事

務
所

を
置

く
企
業

、
団
体

等
社
会

福
祉

法
人

、
学

校
法

人
、
財

団
法

人
、
保

育
施

設
、
教

育
施

設
等

の
設

置
者

補
助

率

対
象

補
助

事
業

者
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利用者数（実績
時）

確定額（円） 支払年月日

安 木材 個人 安芸やまもと歯科 安芸やまもと歯科 1 20,000 169,000 R5.11.13

東 市町村 市町村 香南市

野市保育所
野市東保育所
佐古保育所
赤岡保育所
吉川みどり保育所
香我美おれんじ保育所
夜須保育所
野市東幼稚園
香我美幼稚園
総合子育て支援センター

10 5,987 1,327,000 R6.3.6

東 学校 法人 学校法人高知学園 高知小学校 1 340 55,000 R6.2.28

東 学校 法人 学校法人暁の星学園 高知聖母幼稚園 1 56 41,000 R5.10.10

東 学校 法人 学校法人沢田学園 認定こども園みさと幼稚園 1 98 363,000 R5.11.30

東 学校 法人 学校法人平成学園 幼保連携型認定こども園ひまわり 1 60 300,000 R6.1.31

東 学校 法人 学校法人やまもも学園
桜井幼稚園
芸術学園幼稚園

2 263 1,631,000 R6.4.16

東 学校 法人 学校法人森本学園 高須幼稚園 1 60 90,000 R6.3.19

東 学校 法人 株式会社Sol ポルカ（施設、畑） 2 30 201,000 R6.4.25

嶺 市町村 市町村 土佐町 土佐町小学校 1 29 840,000 R6.4.23

西 市町村 市町村 仁淀川町 仁淀川林業振興センター 1 5,400 294,000 R6.4.17

西 学校 個人 植田　奈穂実 家庭的保育事業所あんずのぽっけ 1 5 91,000 R6.3.22

須 市町村 市町村 四万十町

影野小学校、七里小学校、窪川小
学校、川口小学校、北ノ川小学
校、田野々小学校、昭和小学校、
十川小学校、窪川中学校

9 118 2,053,000 R6.4.23

須 市町村 市町村 梼原町教育委員会 梼原小学校 1 20 353,000 R6.4.23

須 市町村 市町村 梼原町
太郎川公園内生態学習館
梼原町立図書館
やまがら公園

3 97,920 4,125,000 R6.3.15

幡 市町村 市町村 四万十市
四万十市総合文化センター「しま
んとぴあ」

1 130,000 3,567,000 R6.4.26

幡 市町村 市町村 黒潮町 入野松原 1 20,000 264,000 R6.2.2

計 15,764,000

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 小計 備考 対コスト効率

0 0 169,000 0 169,000 件数　1　件 169,000円/件

0 0 0 0 0 施設数　1　施設 169,000円/施設

0 0 169,000 0 169,000 利用者　20,000　名 8円/名

1,832,000 0 404,000 536,000 2,772,000 件数　8　件 346,500円/件

0 0 0 0 0 施設数　10　施設 277,200円/施設

1,832,000 0 404,000 536,000 2,772,000 利用者　912　名 3,039円/名

7,107,000 0 0 5,716,000 12,823,000 件数　8　件 1,602,875円/件

7,107,000 0 0 5,716,000 12,823,000 施設数　27　施設 474,926円/施設

0 0 0 0 0 利用者　259,474　名 49円/名

8,939,000 0 573,000 6,252,000 15,764,000 件数　17　件 927,294円/件

7,107,000 0 0 5,716,000 12,823,000 施設数　38　施設 414,842円/施設

1,832,000 0 573,000 536,000 2,941,000 利用者　280,386　名 56円/名

令和５年度随時募集分 117,852

令和６年度当初募集分 117,600

計 235,452

令和5年度木の香るまちづくり推進事業実績報告関係　一覧

実績報告

事業完了日

R5.9.1

R5.12.14

R5.11.27

R5.8.2

R5.10.2

R5.11.30

R6.2.15

R5.10.23

R6.3.7

R6.3.25

R6.3.26

R6.2.7

R6.3.21

R6.3.25

R6.1.25

R6.3.28

R5.12.8

支払予定額

木材

（市町村）

（民  間）

学校

（市町村）

（民  間）

市町村

（市町村）

（民  間）

小計

（市町村）

（民  間）

所管 区分 分類 事業者名 施設名称
施設数（要望

時）

木材

学校

市町村

計

事務費
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　高
知

県
環

境
不

動
産

の
取

組
に

つ
い

て
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　高

知
県

林
業

振
興

･環
境

部
　木

材
産

業
振

興
課

高
知
学
園
大
学

１
．
高
知
県
環
境
不
動
産
と
は

○
脱
炭
素
社
会
の
実
現
等
に
資
す
る
木
造
化
・
木
質
化
さ
れ
た
非
住
宅
建
築
物
や
４
階
建
て
以
上
の
中
高
層
住
宅
を
「
高
知
県
環
境
不
動
産
」
と
し
て
認
定
。

○
高
知
県
環
境
不
動
産
に
対
し
、
税
制
面
や
都
市
計
画
面
で
優
遇
措
置
を
実
施
。

２
．
高
知
県
環
境
不
動
産
の
優
遇
措
置

　
木
材
を
使
用
し
た
非
住
宅
建
築
物
（
商
業
施
設
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
病
院
等
）
及
び
４
階
建
て
以
上
の
住
宅
で

　
あ
っ
て
、
下
記
項
目
に
該
当
す
る
も
の
。

　
　
　
①
環
境
品
質
・
性
能
の
向
上
や
環
境
負
荷
の
低
減
の
た
め
の
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
た
も
の
（

CA
SB

EE
）

　
　
　
②
一
定
規
模
以
上
の
木
材
の
使
用
量
を
有
す
る
も
の
（
県
独
自
基
準
）

　

【
定
義
】
　

①
CA

SB
EE

②
県
独
自
基
準

＋

→

高
知
県
環
境
不
動
産

【
評
価
方
法
】
　

　 　
　
　
項
目
　
　
環
境
品
質
・
性
能
（

Q
）　
：
　
室
内
環
境
、
サ
ー
ビ
ス
性
能
、
室
外
環
境
（
敷
地
内
）
※
５
７
項
目

　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
負
荷
　
　
　

  （
L ）

 　
：
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
・
マ
テ
リ
ア
ル
、
敷
地
外
環
境
　

  ※
３
５
項
目

　

　
環
境
性
能
効
率

    
    

=
環
境
品
質
・
性
能

  
　
　
環
境
負
荷
　

○
優
遇
措
置
の
対
象
　

　
　
C
A
S
B
E
E
：
A
以
上
、
県
基
準
：
A
以
上

　

公
開
空
地
に
よ
る

割
増
し

環
境
不
動
産
に
よ

る
割
増
し

広
場
や
歩

道
状
空
地

等
の
公
開

空
地
の
設

置

概
　
要

2.
脱

炭
素

社
会

の
実

現
   

 輸
送

距
離

の
短

縮
や

製
造

工
場

の
低

炭
素

の
取

組
を

評
価

.

3.
快

適
空

間
の

形
成

   
  内

装
の

木
質

化
を評

価
.

1.
林

業
・木

材
産

業
の

持
続

性
確

保
   

 木
材

使
用

量
、森

林
認

証
や

再
造

林
の

取
組

を評
価

.

5.
地

域
経

済
の

活
性

化
   

  県
産

木
材

の
使

用
、県

内
事

業
者

の
活

用
を評

価
.

4.
良

好
な

景
観

の
形

成
   

   
外

装
、外

構
の

木
質

化
を評

価
.

総
合

評
価

3段
階

評
価

：
　　

　　
　S

,A
,B

・
B:
高
知
県
環
境

   
    

 不
動
産

・
A,

S:
優
遇
措
置

　
　
　
　
の
対
象

基
礎

評
価

　・
延

べ
面

積
　　

　3
00

㎡
以

上

　・
木

材
使

用
量

　　
　0

.1
５

㎥
/㎡

以
上

　・
県

産
木

材
使

用
率

　　
　6

0%
以

上

CA
SB

EE
評
価

高
知
県

独
自
基
準

評
価

B+

高
知
県
環
境
不
動
産

　
　
　
　
　

３
．
環
境
不
動
産
の
認
定
及
び
課
税
免
除
ま
で
の
流
れ

○
優
遇
措
置

　
　
【
財
政
面
】

　
　
　
　
不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
の
免
除

　
　
　
　
　
※
不
動
産
取
得
税
＝
課
税
標
準
額
の
４
％

　

【
都
市
計
画
面
】

　
　
容
積
率
の
制
限
緩
和

　

高
知
県
森
連
会
館

BA

A

優
遇
措
置
の
対
象

高
知
モ
デ
ル
３
階
建

○
評
価
の
イ
メ
ー
ジ
　

②
県
独
自
基
準

①
C
A
S
B
E
E

(R
)（
建
築
環
境
総
合
性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
）

５
段
階
評
価
：

S、
A、

B+
、

B-
、

C
　
・

B+
:高
知
県
環
境
不
動
産

 　
・

A,
S:
優
遇
措
置
の
対
象

○
高
知
県
環
境
不
動
産

　
 の
イ
メ
ー
ジ
　

S

S

県
産
木
材
の
需
要
拡
大

→

高
知
モ
デ
ル

建
築
設
計

建
設
工
事

完
成
後

容
積
率
の
緩
和

認
定
証

計
画
書
の
受
理
・確
認

新
築
等

を
し
た
者

注
）
変
更
申
請
が
必
要
な
場
合

高 知 県

木
材
産
業
振
興
課

計
画
書
の
受
理
・変
更
確
認

木
材
産
業
振
興
課

変
更
確
認
書

申
請
受
理
・確
認
・認
定

木
材
産
業
振
興
課

認
定
証

事
前
確
認
書

事
前
確
認
書

税
務
課
（県
税

事
務
所
）

建
築
指
導
課

計
画
書

の
申
請

変
更
申
請

環
境
不
動
産

の
認
定
申
請

不
動
産
取
得
税
の

課
税
免
除
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令和５年度指定管理鳥獣捕獲等事業 捕獲実績表

表 幡多区域でのわなの設置及びシカ捕獲実績

表 高岡区域でのわなの設置及びシカ捕獲実績

年 月

わな設置場所(30 基)

捕獲計(頭) 備考
八面山
頂上周辺 2林班・10林班 3林班

林道沿

8基 12 基 10 基

オス メス オス メス オス メス オス メス 計

令和５年 10月 １ ２ １ ２ ５ １ ６ 10/10
開始

11 月 １ ５ ３ ２ ３ ７ ７ 14

12 月 ４ １ １ ５ １ ６

令和６年１月 １ １ １ ２ １ ３

２月 １ １ １ １ ２ 2/9
終了

計 １ １ 13 ７ ６ ３ 20 11 31

年 月

わな設置場所(30 基)

捕獲計(頭) 備考
北側
A地点

南側
B地点

南側
C地点

15 基 10 基 5 基

オス メス オス メス オス メス オス メス 計

令和５年 10月 １ １ １ １ １ ３ ２ ５ 10/1
開始

11 月 １ １ ０ １

12月 ２ ２ ２

令和６年１月 １ １ １ 1/14
終了

計 ２ ４ １ １ １ ４ ５ ９
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年

度
別

の
シ

カ
捕

獲
目

標
お

よ
び

捕
獲

実
績

割
合

(％
)

割
合

(％
)

割
合

(％
)

平
成

2
8

つ
づ

ら
山

(四
万

十
町

)
雁

巻
山

(馬
路

村
)

3
0

3
0

1
3
.3

1
3
.3

１
月

８
日

つ
づ

ら
山

：
銃

猟
く
く
り

わ
な

2
2

く
く
り

わ
な

1
4

八
面

山
：
わ

な
猟

箱
わ

な
等

３
箱

わ
な

１

く
く
り

わ
な

2
6

く
く
り

わ
な

2
0

箱
わ

な
 ４

箱
わ

な
０

く
く
り

わ
な

3
0

く
く
り

わ
な

3
7

箱
わ

な
(未

定
)

箱
わ

な
０

つ
づ

ら
山

3
0

く
く
り

わ
な

3
3

く
く
り

わ
な

1
1
0
.0

1
0
月

2
5
日

八
面

山
3
0

く
く
り

わ
な

1
2

く
く
り

わ
な

4
0
.0

1
0
月

2
5
日

高
岡

区
域

3
0

く
く
り

わ
な

1
0

く
く
り

わ
な

3
3
.3

1
0
月

１
日

幡
多

区
域

3
0

く
く
り

わ
な

3
8

く
く
り

わ
な

1
2
6
.7

1
0
月

1
3
日

高
岡

区
域

3
0

く
く
り

わ
な

1
4

く
く
り

わ
な

4
6
.7

1
0
月

2
2
日

幡
多

区
域

3
0

く
く
り

わ
な

1
8

く
く
り

わ
な

6
0
.0

1
0
月

1
6
日

高
岡

区
域

3
0

く
く
り

わ
な

9
く
く
り

わ
な

3
0
.0

1
0
月

１
日

幡
多

区
域

3
0

く
く
り

わ
な

3
1

く
く
り

わ
な

1
0
3
.3

1
0
月

1
0
日

捕
獲

目
標

捕
獲

実
績

年
度

鳥
獣

保
護

区
捕

獲
開

始
日

銃
猟

（
頭

）
わ

な
猟

（
頭

）
合

計
（
頭

）
銃

猟
（
頭

）
わ

な
猟

（
頭

）
合

計
（
頭

）

平
成

2
9

7
2
5

3
2

2
2
8
.6

1
5

6
0
.0

1
7

5
3
.1

つ
づ

ら
山

　
1
1
月

2
5
日

八
面

山
　

1
2
月

2
0
日

平
成

3
0

八
面

山
3
0

3
0

2
0

6
6
.7

2
0

6
6
.7

1
1
月

８
日

令
和

元
八

面
山

3
0

3
0

3
7

1
2
3
.3

3
7

1
2
3
.3

1
0
月

2
7
日

令
和

２
6
0

4
5

7
5
.0

令
和

３
6
0

4
8

8
0
.0

令
和

４
6
0

3
2

5
3
.3

令
和

５
6
0

4
0

6
6
.7
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令和５年度第二種特定鳥獣捕獲推進事業費補助金管理表 2024/3/29 現在

事業実施市町村数： 20 予算額： 20,751,000 円①

交付決定及び確定額： 20,682,620 円②

予算残： 68,380 円①－②

実績報告

配布対
象者数 事業量 事業費 5高知鳥獣

（人） （基） （円） 県費 市町村費 その他 番号

1 高知市 90 308 1,338,260 1,338,260 0 0 9月11日 第100号 3月25日

2 室戸市 62 268 1,802,984 1,802,984 0 0 8月25日 第95号 3月29日

3 安芸市 21 130 1,052,294 1,051,154 1,140 0 11月2日 第131号 1月30日

4 南国市 7 21 92,400 92,400 0 0 11月20日 第119号 1月23日

5 土佐市 0 0

6 須崎市 0

7 宿毛市 0

8 土佐清水市 0

9 四万十市 54 239 1,578,060 1,578,060 0 0 11月2日 第130号 3月29日

10 香南市 7 18 142,560 142,560 0 0 10月20日 第121号 3月29日

11 香美市 8 120 735,000 723,800 11,200 0 1月26日 第115号 3月29日

12 東洋町 0

13 奈半利町 23 112 673,242 673,242 0 0 10月12日 第114号 3月29日

14 田野町 6 36 198,000 198,000 0 0 10月18日 第120号 3月14日

15 安田町 16 127 914,104 914,104 0 0 10月30日 第124号 2月20日

16 北川村 31 128 931,500 927,000 4,500 0 5月29日 第18号 12月12日

17 馬路村 17 87 491,902 491,022 880 0 12月11日 第108号 2月14日

18 芸西村 12 55 302,500 302,500 0 0 9月13日 第101号 2月27日

19 本山町

20 大豊町 0

21 土佐町 69 333 2,718,580 2,718,580 0 0 7月5日 第79号 12月14日

22 大川村 11 82 553,168 553,168 0 0 3月6日 第123号 3月29日 人数10人→11人

23 いの町 10 58 319,000 319,000 0 0 10月4日 第107号 2月27日

24 仁淀川町 0 0

25 中土佐町 22 99 544,500 367,000 177,500 0 9月22日 第74号 3月22日

26 佐川町 0

27 越知町 0

28 梼原町 0

29 日高村 0

30 津野町 58 379 2,463,500 2,463,500 0 0 8月25日 第94号 3月13日

31 四万十町 84 477 3,024,703 2,998,000 26,703 0 9月22日 第103号 3月29日

32 大月町 0

33 三原村 0 0 0

34 黒潮町 31 159 1,028,286 1,028,286 0 0 10月10日 第111号 1月12日

639 3,236 20,904,543 20,682,620 221,923 0

6,460 ←１基あたり平均単価

交付決定額等 交付・変更決定

事業費内訳（円）

人数30人→90人

人数67人→62人

基数261基 →239基
人数55人→54人

人数8人→7人

人数14人→12人

人数70人→69人

人数30人→22人

人数63人→58人

人数93人→84人

人数31人→29人

計

市町村名 備　考
月日 月日
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令
和
５
年
度
森
林
環
境
保
全
対
策
シ
カ
捕
獲
事
業
　
実
績
表

市
町

安
芸
市

四
万
十
市

香
美
市

大
豊
町

四
万
十
町

合
計

捕
獲
頭
数
(頭
)

2
8
8

5
4
0

5
3
4

3
8
6

5
3
0

2
,2
7
8

実
績
額
(円
)

2
,4
1
9
,2
0
0
4
,5
3
6
,0
0
0
4
,4
8
5
,6
0
0
3
,2
4
2
,4
0
0
4
,4
5
2
,0
0
0

1
9
,1
3
5
,2
0
0
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令
和

６
年

度
  

指
定

管
理

鳥
獣

捕
獲

等
事

業
に

つ
い

て
　

　
　

事
業

概
要

（高
知

県
）

高
知

県
鳥

獣
対

策
課

（赤
字

）
は

県
事

業
名

　
　

　
　

　
　

　
    

    
    

   
    

    
   

R6
 新

設

シ
カ

捕
獲

事
業

の
住

み
分

け

免
許

交
付

件
数

（
H1

9～
R4

）

未
実

施

農
耕

・
里

山
地

域

森
林

地
域

②
 指

定
管

理
鳥

獣
捕

獲
等

事
業

わ
な

猟
に

よ
る

捕
獲

：
森

林
環

境
税

　
狩

猟
＋

α 
（
有

害
捕

獲
）

中
山

間
地

域

高
標

高
域

（国
有

林
内

鳥
獣

保
護

区
等

）

県
境

③
わ

な
通

報
装

置
ＩＣ

Ｔ
活

用

⑤
⑥

ジ
ビ

エ
利

用
拡

大

　
有

害
捕

獲
＋

α 
（
狩

猟
）

○
　

ニ
ホ

ン
ジ

カ
及

び
イ

ノ
シ

シ
に

よ
る

農
林

水
産

業
被

害
及

び
自

然
生

態
系

へ
の

影
響

が
深

刻
化

。

○
 環

境
省

と
農

林
水

産
省

は
、

2
0
1
3
年

に
ニ

ホ
ン

ジ
カ

・
イ

ノ
シ

シ
の

個
体

数
を

1
0
年

後
の

2
0
2
3
年

度
ま

で
に

半
減

さ
せ

る
「
抜

本
的

な
鳥

獣
捕

獲
強

化
対

策
」
を

公
表

。
捕

獲
数

の
大

幅
な

拡
大

を
図

る
た

め
、

鳥
獣

法
の

改
正

に
よ

り
創

設
し

た
指

定
管

理
鳥

獣
捕

獲
等

事
業

を
交

付
金

に
よ

り
支

援
。

○
 今

後
、

ニ
ホ

ン
ジ

カ
は

半
減

目
標

の
達

成
に

向
け

て
、

な
お

一
層

の
捕

獲
を

行
う

必
要

が
あ

る
ほ

か
、

高
密

度
地

域
が

広
範

囲
に

及
ん

で
お

り
、

更
な

る
捕

獲
の

強
化

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
従

来
の

都
道

府
県

毎
の

捕
獲

等
の

取
り

組
み

に
加

え
て

、
複

数
の

都
道

府
県

が
参

加
す

る
広

域
協

議
会

を
設

置
し

、
都

道
府

県
域

を
越

え
た

広
域

的
な

調
査

や
捕

獲
等

を
進

め
、

シ
カ

の
半

減
目

標
達

成
の

た
め

の
取

組
を

促
進

す
る

。

○
 ま

た
、

近
年

特
に

狩
猟

者
に

よ
る

捕
獲

数
が

伸
び

悩
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

狩
猟

者
に

よ
る

捕
獲

を
緊

急
的

に
支

援
し

て
、

狩
猟

に
よ

る
集

中
的

な
捕

獲
を

行
う

と
と

も
に

、
速

や
か

に
捕

獲
個

体
を

加
工

処
理

場
に

運
搬

し
て

、
捕

獲
個

体
の

利
活

用
を

促
進

す
る

。

高
知

県
の

現
状

目
的

・
背

景
（
環

境
省

）

高
齢

化

狩
猟

者
年

齢
構

成
（

R4
）

・
 Ｒ

４
狩

猟
者

（狩
猟

免
許

交
付

件
数

）
 →

　
5
,7

05
件

（う
ち

、
わ

な
猟

 3
,6

3
5
件

）
・
 Ｒ

４
シ

カ
捕

獲
数

（
狩

猟
＋

有
害

等
）
 →

　
2
1
,0

9
7
頭

（
年

間
捕

獲
目

標
2
.5

万
頭

の
8
4
％

）
　

・
 Ｒ

４
狩

猟
に

よ
る

シ
カ

捕
獲

 7
,0

4
1
頭

　
→

　
わ

な
猟

が
89

％
（
6
,3

1
9
頭

）
・ 

シ
カ

の
ジ

ビ
エ

へ
の

利
用

率
　

　
→

　
わ

ず
か

２
％

程
度

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
 

本
県
で
実
施
す
る
事
業

事
業
内
容

①
 
実
施
計
画
策
定
等
事
業

（
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
計
画
策
定
調
査
委
託
料
）

・
②
事
業
実
施
計
画
策
定
の
た
め
の
調
査

・
②
事
業
を
評
価
す
る
た
め
の
事
前
・
事
後
調
査
等

・
事
業
検
討
会
の
開
催
（
委
託
先
：
専
門
機
関
等
）

②
 
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業

（
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
委
託
料
）

・
国
有
林
内
鳥
獣
保
護
区
で
の
わ
な
猟
に
よ
る
シ
カ
捕
獲

（
委
託
先
：
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
等
）

③
 
効
果
的
捕
獲
促
進
事
業

（
仮
：
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
効
果
的
捕
獲
促
進
事
業
）
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
捕
獲
手
法
の
実
証
実
験

（
委
託
先
：
専
門
機
関
等
）

④
 
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
等
の
育
成

⑤
 
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
を
考
慮
し
た
狩
猟
者
の
育
成

（
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
狩
猟
者
講
習
会
委
託
料
）

・
安
心
・
安
全
な
ジ
ビ
エ
の
流
通
を
図
る
た
め
、
狩
猟
者
を
対

象
に
捕
獲
方
法
や
衛
生
管
理
等
の
講
習
会
を
実
施

（
委
託
先
：
専
門
機
関
等
）

⑥
 
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
の
た
め
の
狩
猟
者
捕
獲
支
援

（
ジ
ビ
エ
利
用
拡
大
狩
猟
捕
獲
支
援
委
託
料
）

・
狩
猟
で
捕
獲
し
た
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
を
指
定
し
た
処
理
施
設

に
持
ち
込
ん
だ
際
の
報
償
金
の
支
払
い
や
、
残
渣
の
産
業
廃
棄

物
と
し
て
の
処
理
費
用
を
支
援
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指定管理鳥獣捕獲等事業計画策定調査委託料について

鳥獣対策室
予算 14,047 千円

7,361 千円（国） 6,686 千円（入）
事業概要と目的 指定管理鳥獣捕獲等事業（シカ捕獲事業）に関する「指定管理鳥獣

捕獲等事業実施計画」の策定及びそれに必要な調査の実施並びに捕
獲情報の収集や事業評価の実施を行う。
また、科学的根拠に基づく計画的で順応的なニホンジカ管理に資

する、県内の最新のシカの個体数を推定するための生息状況調査を
実施する。

業務内容 ①令和６年度指定管理鳥獣捕獲等事業にて実施する「高岡区域」及び
「幡多区域」のシカ生息密度を調査し、実施計画策定のための検討
会を開催する。

②県内全域のシカ生息密度調査及びデータ集計を行い、令和７年度
指定管理鳥獣捕獲等事業の実施予定地検討に活用する。

調査内容 ①糞粒調査、植生調査、自動撮影カメラによるシカ出現頻度調査
２区域（高岡区域及び幡多区域）
②調査後、県内で次期候補地を３区域に絞り、調査実施

②糞塊調査：令和２年度シカ個体数調査委託業務にて使用した 70ル
ートの再調査

推計手法 ①糞粒法
狭い範囲のその時点での生息数・密度指標（頭/km2)

②糞塊法
低コストで広範囲に実施可能算出
算出される糞塊密度（個／km）は、ベイズ法によるシカ生息密度
の算定因子や、調査地周辺の捕獲効果の科学的評価に利用される。

期待される成果 ①次期指定管理鳥獣捕獲等事業の候補地を科学的根拠に基づき評価
され、生息密度の高く、自然植生被害が顕著で早急に捕獲が必要な
区域が決定される。

②令和６年度末時点での県内全域のシカ生息密度が推計される。
第 5期高知県第二種特定鳥獣（ニホンジカ）管理計画（令和４～８
年度）の中間評価に活用。
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令
和
６
年
度
森
林
環
境
保
全
対
策
シ
カ
捕
獲
事
業
契
約
金
額

H
3
0

R
1

R
2

R
3

R
4

1
安
芸
市

4
4
2

5
8
8

5
3
7

5
0
6

5
4
1

5
2
3

2
四
万
十
市

1
,2
6
3

8
1
6

9
5
8

1
,0
4
5

8
6
2

8
6
2

3
香
美
市

7
9
9

8
9
4

7
4
9

8
0
1

7
5
6

8
0
0

4
大
豊
町

4
2
5

4
4
8

5
3
4

5
3
7

6
2
4

5
1
4

5
四
万
十
町

1
,1
0
8

6
1
5

6
8
3

6
7
1

6
3
9

7
4
3

6
室
戸
市

7
0
2

4
9
0

6
0
4

6
4
8

6
3
6

6
1
6

7
東
洋
町

2
2
3

2
2
8

2
2
0

2
7
7

2
1
5

2
3
3

8
馬
路
村

2
1
2

2
1
6

1
8
9

2
7
2

2
5
4

2
2
9

5
,1
7
4

4
,2
9
5

4
,4
7
4

4
,7
5
7

4
,5
2
7

4
,6
4
5

全
県
に
対
す
る
割
合

6
5

6
4

6
2

6
3

6
4

6
4

8
,0
0
6

6
,6
9
0

7
,2
3
8

7
,5
0
7

7
,0
4
1

7
,2
9
6

合
計

全
県

市
町
村
名

H
3
0
～
R
4

捕
獲
頭
数

平
均
　
①

愛
媛

県

令
和

６
年

度
 森

林
保

全
シ

カ
捕

獲
事

業
委

託
料

に
つ

い
て

AB
C

D E

　
８

市
町

村
と

委
託

契
約

を
締

結
し

、
シ

カ
の

狩
猟

期
間

（
1
1
月

1
5

日
～

３
月

3
1
日

:
1
3
7
日

間
）

の
う

ち
、

３
月

末
ま

で
の

捕
獲

報
償

金
支

払
実

績
に

基
づ

き
、

高
知

県
森

林
環

境
税

を
活

用
し

委
託

費
を

支
払

う
。

（
２

月
末

ま
で

の
1
0
6
日

間
に

捕
獲

さ
れ

た
個

体
:
狩

猟
期

間
の

お
よ

そ
5
5
％

「
4
,
6
4
5
頭

×
5
5
％

≒
2
,
5
0
0
頭

」
を

想
定

）
　 　

４
月

１
日

以
降

の
報

償
金

支
払

完
了

分
や

、
捕

獲
実

績
が

委
託

契
約

分
を

超
え

た
場

合
は

、
既

存
事

業
「

シ
カ

個
体

数
調

整
事

業
費

交
付

金
」

に
よ

り
処

理
す

る
。

　 　
捕

獲
報

償
金

に
関

す
る

用
件

は
既

存
事

業
と

同
じ

。

シ
カ
害
に
よ
る
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
（
土
砂
流
出
防
備
・
水
源
か
ん
養

 な
ど
）
の
低
下

愛
媛

県

①
 
安

 
芸
 
市

　
②
 
香

 
美
 
市

③
 
大

 
豊
 
町

④
 
四

万
十

町
 

⑤
 
四

万
十

市
⑥
 
室
 
戸

 
市

⑦
 
東

 
洋
 
町

⑧
 
馬

 
路
 
村

徳
島
県

１

２

３

４

５

6

7

8

A

B
C D E
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設
置
計
画
に
基
づ
き
、
保
護
が

必
要
と
さ
れ
る
植
物
生
育
エ
リ

ア
に
防
護
柵
を
設
置

R
6
計
画

・
土
佐
町
地
蔵
寺

 
柵
延
長
：
1
7
2
ｍ

 
対
象
種
：
サ
ル
メ
ン
エ
ビ
ネ

・
大
豊
町
笹
ヶ
峰

 
柵
延
長
：
7
0
m

 
対
象
種
：
ト
ケ
ン
ラ
ン

 

①
昨
年
ま
で
に
設
置
し
た
防
護
柵

の
効
果
の
把
握

●
現
地
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
2
2
地
点
）

●
植
物
個
体
群
や
防
護
柵
の
破
損
状
況

 
把
握
及
び
簡
易
な
補
修

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
全
4
9
地
点
）

②
石
鎚
山
系
に
お
け
る
保
全
す
べ

き
植
生
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

●
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
調
査

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
8
地
点
）

●
植
生
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
1
地
点
）
 

 
 
 

  ①
希
少
種
分
布
状
況
の
把
握

●
食
害
拡
大
地
域
把
握

（
現
地
聞
き
取
り
調
査
、
シ
カ
捕
獲
頭

数
な
ど
）

●
希
少
な
野
生
植
物
の
分
布
状
況

（
現
地
聞
き
取
り
調
査
、
文
献
調
査
・

標
本
デ
ー
タ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
）

②
現
地
調
査

希
少
野
生
植
物
の
生
育
状
況
、
食
害
被

害
状
況
確
認

③
防
護
柵
設
置
候
補
地
の
選
定

対
策
が
必
要
な
種
、
優
先
順
位
、
保
護

範
囲
決
定

希
少
野
生
植
物
食
害
対
策
事
業
／
自
然
共
生
課

全
県
的
に
希
少
野
生
植
物
の
被
害
実
態
調
査
を
実
施
し
、
次
年
度
以
降
の
防
護
柵
候
補
地
を
計
画
。

回
復
状
況
を
確
認
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
。
ま
た
、
食
害
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
石
鎚
山

系
の
重
要
な
植
生
へ
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
。

～
絶
滅
危
惧
種
を
シ
カ
等
の
食
害
か
ら
守
る
た
め
～
（
平
成
2
0
年
か
ら
継
続
）
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森林資源再生支援事業（シカ防護柵点検管理）について

木材増産推進課

１．事業概要

○シカ防護柵の点検及び簡易な補修を行うことにより、防護柵の機能を維持し、シカなど

の野生動物からの食害を防止することで、健全な森林を生育する。

【予算額】1,617 千円 （入）1,617 千円（森林環境税）

補助率：定額 21,000 円/日・２人

補助先：林業事業体

２．現状（背景）

○シカ防護柵設置後、シカ等の野生鳥獣による破壊や降雨等の自然災害による破損が発生

すると、シカが侵入し苗木の食害が発生する。

※シカの侵入後、対策が行われなかった場合、食害により成林しない可能性がある。

○シカ防護柵を設置しても確実にシカの侵入を防ぐことは困難で、事業者から対策を求め

る声は多い。

○ネット設置後の管理は、基本的に森林所有者が行うこととなるが、高齢化等により定期

的に見回ることは困難である。

３．期待される効果

○シカ防護柵の機能が維持され、食害を抑えることができる。(R6 点検面積：160ha)

○長期間防護柵の管理を行わない状況で補修するよりも、定期的に管理する方が補修に係

る費用を削減することができる。

ネット点検 ネット補修

補足説明資料
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